本装置や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明します。ま 
た、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読んで、正しくセットアップ 
してください。 


本装置の特長 (—2 ページ） . 本装置の特長や添付(または別売品)のソフトウェ 

アおよび各種オプションとソフトウェアの組み合 
わせによって実現できるシステム管理のための機 
能について説明しています。 

導入にあたって(->8ページ） . 本装置をご利用されるシステムを構築する際に 

知っておいていただきたい事柄や、参考となるア 
ドパイスが記載されています。 

お客様登録 (—13 ページ） . お客様登録の方法について説明しています。 

Express 5800シリーズ製品に関するさまざまな 
情報を入手できます。ぜひ登録をしてください。 

セットアップを始める前に (—14 ページ） . セットアップの順序を説明します。お使いになる 

オペレーティングシステムや購入時の本装置に 
よってもセットアップの方法は異なります。 

Windows Server 2003 x64 Editions のセットアップ (—17 ぺージ） ..Windows Server 2003 x64 Editions で運用する 

場合のシステムのセットアップの方法について説 
明しています。 

Windows Server 2003のセットアップ (—24 ぺージ） ...Windows Server 2003で運用する場合のシステ 

ムのセットアップの方法について説明していま 
す。 

Windows 2000のセットアップ (—53 ページ） .Windows 2000で運用する場合のシステムの 

セツトアップの方法について説明しています。 
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本装置の特長 


お買い求めになられた本装置の特長を次に示します。 



性能 




• 64-bit Intel® Xeon® Processor MP 搭載 
-N8 100-1036: 3.16GHz/1MB 
-N8 100-1 037: 3.66GHz/ 1 MB 
-N8 100-1084: 3.33GHz/8MB 
Dualcore Intel® Xeon® Processor 7040搭載 
-N8100- 1150: 3GHz/2x2MB 
• 高速メモリアクセス （DDRII 400規格インター 
リーブ方式） 

• 高速1 000BASE-T/100BASE-TX/10BASE- 
T インタフェース（ポート1、ポート 2) 

• 高速 SCSI インタ フェー ス （Ultra 320 SCSI) 



信頼性 


• 豊富な1〇オプションスロット 

- 32-bit • 33MHz PCI パス： 2スロット 

- 64-bit •100MHz PCI-X パス： 4スロット（ホットプラグ 
対応） 

— PCI Expressx 4:1ス□ット （X8 ボードも実装可能） 

- PCI Expressx 8: 2スロット(ホットプラグ対応） 

• 最大 32GB の大容量メモリ 
• 最大4マルチプロセッサまでアップグレード可能 
• リモートパワーオン機能 

• 標準で最大5台、増設 HDD ケージを搭載すると最大13台の 
ハードディスクドライプを搭載可能(ホットスワップ対応） 
• USB 対応 

• タワータイプからラックマウントタイプへのコンパーチプ 
ル可能 (N8143-33 ラックコンパージョンキットが必要） 


• メモリミラーリング機能 

• メモリ RAID 機能 

• オンラインスペアメモリ機能 

• メモリ監視機能 （1 ビット エラー 訂正/2ビット エ 
ラー 検出） 

• メモリ/プロセッサ縮退機能(障害を起こしたデ 
パイスの論理的な切り離し） 

• パスパリティエラー検出 
• 温度検知 
• 異常通知 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 

• 電源ユニットの冗長機能(ホットスワップ対応） 
• ハードディスクドライプのオンボード RAID 機能 
• オートリビルド機能(ホットスワップ対応） 

• BIOS パスワード機能 

• フロントドアによるセキュリティ□ック 
• システム BIOS の二重化 

@理機能 

• ESMPR 〇プロダクト 

• DianaScope 

• リモートマネージメント機能 

@守機能 _ 

• オフライン保守ユーティリティ 

• DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 


ぐに使える 

• Microsoft® Windows Server™ 2003 x64 Editions 
日本語版、 Microsoft® Windows Server™ 2003 B 
本語版または Linux インス I-- ル済み (BT 〇(工場組 
み込み出荷)の場合） 

• 八ードディスクドライプと電源ユニットはケープル 
を必要としないワンタッチ取り付け(ホットスワップ 
対応） 

富な機能搭載 

• グラフィックスアクセラレータ 「RADEON 7000」採用 

• El Torito Bootable CD-ROM(no emulation mode) フォー 

マットをサボート 

• POWER スイッチマスク 
• ソフトウェア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-LINK 機能 

• インテリジェント•プラットフォーム•マネージメント • 
インタフェース （IPMI) 

• ベースボード•マネージメント•コント□—ラ （BMC) 

• コンソールレス機能 


電力機能 


スリープ機能 (Windows Server 
2003/Windows 2000のみ） 


己診断機能 


Power On Self-Test (POST) 
システム診断 (T&D) ユーテイリテイ 


利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESSBUILDER (システムセットア'ソプユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリティ） 

• SETUPffilOS セ'ソトアップユーティリティ） 

• ディスクアレイユーティリティ 
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本装置では、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

各種リソースの冗長化や、ディスクアレイなどといったハードウエア本体が提供する機能 
と、本装置に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連携に 
より、システムの障害を未然に防止または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害から本装置を守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた 
めのパックアップ装置などといった各種オプション製品により、さらなる信頼性を確保する 
ことができます。 

各機能はそれぞれ以下のハードウエアおよぴソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

DianaScope 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

• パックアップ管理 

ディスクアレイコント□—ラ* 
オンボード RAID 機能 

DAT/AIT/LTO など* 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

Power Console Plus 

NT バックアップツール 

ARCserve for Windows NT* 
BackupExec*、 NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS)* 

ESMPRO/UPSController* 
PowerChute p/us* 

(注）無停電電源装置により、使 
用するソフトウェアが異な 
ります。 

ネットワ_ク管理 

各種ネットワークボード 

WebSAM/Netvisor* など 


* オプション製品 


サーバ 管理 

本装置はシステムボード上に標準でシステム監視チップを搭載しており、本装置に内蔵され 
ている以下の各種リソースを監視します。これらのハードウェア機能と本装置管理用ソフト 
ウェア 「 ESMPRO / ServerManager 」、「 ESMPRO / ServerAgent 」 が連携し、本装置の稼動 
状況などを監視するとともに万一の障害発生時にはただちに管埋者へ通報します。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールした場合、データピューアの項目ごとの機能概要は 
次ページのとおりです。 

また、 DianaScope により、本装置上でオペレーティングシステムが稼動していない状態で 
のリモート操作/保守を管理 PC から行ったり、リモートパワーオン機能により、リモートの 
PC 上から本装置の電源を投入したりすることができます。 

■ : ESMPRO / ServerManager 、 および ESMPRO / ServerAgent 、 DianaScope は、本装置に標準 

1-0^1 で添付されてぃます。 

各ソフトウ I アのインストール方法や使用方法は、各ソフトウヱアの説明を参照してくださ 


導入編 
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機能名 

機能概要 

ハードウエア 


HW の物理的な情報を表示する機能です。 


メモリパンク 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

装置固有の情報を表示する機能です。 


プロセッサ 

プロセッサの物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

プロセッサの論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

I/O デパイス 

l /〇デパイス(フロッピーディスクドライプ、シリアルポート、パラレル 
ポート、キーボード、マウス、ビデオ)の情報参照をする機能です。 

システム環境 


温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。 


温度 

筐体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

筐体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

電源ユニットを監視する機能です。 


ドア 

ドア（筐体のカバー）の開閉を監視する機能です。 

ソフトウェア 

サービス、ドライパ、 0S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

ネットワーク (LAN) に関する情報参照やバケット監視をする機能です。 

拡張パスデバイス 

拡張ノヽ 4 スデパイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□一カルポーリング 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値を監視する機能 
です。 

ストレージ 

ハードディスクドライプなどのストレージデバイスやコント□—ラを監 
視する機能です。 

ファイルシステム 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能です。 

ディスクアレイ 

LSI Logic 社製および Promise 社製ディスクアレイコントローラを監視 
する機能です。 

その他 


Watch Dog Timer (OS のストールを監視するタイマー）による〇 S ス 
卜ール監視をする機能です。 



〇 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


メモリの Hot - Add / Remove 機能使用時のメモリサイズの表示について 

Hot - Add / Remove 機能を使用して動的にメモリポードを抜き差しした場合、 ESMPRO / 
ServerManager のデータビュ ーアで[ハー ドウ エア]- [メモリパンク]- [X] メモリパンクの[モ 
ジュールサイズ]にて、構成変更後のメモリサイズは反映されません。 

(:※X は動的に抜き差ししたメモリパンクの番号になります。） 

システム再起動後、メモリサイズは正しく反映されます。 

Disk 増設ユニット[ N 8141 -36 A ] の監視について 

Disk 増設ユニッ KN 8141-36 A ] には、以下のオプション製品が必要です。 

• Disk 増設ユニット側 

一 1〇\/〇ポード的8191-08] 

* 監視サーバ側 

- ICMB ケーブル [ K 410 -107] 

ESMPRO / ServerAgent にて Disk 増設ユニットを監視するには、コントロールパネルの「シ 
ステム」タブの 「 Disk 増設ユニツト」-「監視する」チェックボックスをチェックしてください。 
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ストレージ管理 


大容量のストレージデパイスを搭載 • 接続できる本装置を管理するために次の点について留 
意しておきましょう。 

ディスク管理 



ハー ドディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高め ^ 
ることにつながると言えます。本装置が提供するオンボード RAID やディスクアレイコント A 

口ーラを使用することにより、ハードディスウドライブをグループ化して冗長性を持たせる m 

ことでデータの損失を防ぐとともに、ハードディスクドライブの稼働率を向上することがで 
きます。 


また 、 Power Console Plus と ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent との連 
携により、ディスクアレイの状況をトータルに監視し、障害の早期発見や予防措置を行い、 
ハードディスクドライプの障害に対して迅速に対処することができます。 


■ I ： ESMPRO / ServerManager や ESMPRO / ServerAgent、Power Console Plus は、本装置に標 
準で添付されています。ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの 


説明を参照してください。 

オン ポー ド RAID / 

ディスクアレイコント□ーラの機能 

機能の概要 

RAID レペル 

RAID 0,1,5の各レベルおよび、 RAID 1のスパンをサボートし 
ます。 

ホットスワップ 

システムが稼働している状態でハードディスクドライプを交 
換することができます。 

オー トリビルド 

故障した八ードディスクドライプを新品のハードディスクド 
ライプに交換した後、残りのハードディスクドライプのデー 
夕から故障したハードディスクドライプが持っていたデータ 
を自動的に復元します。 

エキスパンドキャパシティ 

稼働中のシステムを停止することなくハードディスクドライ 
ブの増設をすることにより、ディスクアレイの使用可能領域 
や論理ドライプを自動的に拡張します。 


バックアップ管理 

定期的なパックアップは、不意の本装置のダウンに備える最も基本的な対応です。 

本装置には、データパックアップ用のデパイスと自動パックアップのための各種ソフトウェ 
アが用意されています。容量や転送スピード、パックアップスケジュールの設定など、ご使 
用になる環境に合わせて利用してください。 


デバイス名 

説明 

DAT 

標準規格としての互換性も備えており、広く利用されているパックアップメディア。 
データパックアップが可能。ノ』〈〜中規模システム向け。 

LTO 

基幹業務等大規模システム向けの高性能ノ Xックアップ装置。 

AIT 

データパックアップが可能。中規模システム向け。 


I H -〇 本装置には、磁気テープドライブなどの SCSI 対応の 5.25 インチバックアップデパイスを 
mg 取り付けるス□ットが 2 つ用意されています。 
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ソフトウェア名 

説明 

NTBackup (Windows 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体ノ Xックアップ装置に単純なパックアップを行ラときに使用。 

ARCserve 

(コンピュータ • アソシエイツ社） 

PC サーバのパックアップツール。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンラ 
インパックアップなどに対応可能。 

BackupExec 

(ペリタスソフトウェア社） 

PC サーノ のノ Xックアップツール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合パックアップ装置、 DB オンラ 
インバックアップなどに対応可能。 

NetBackup 

(ペリタスソフトウェア社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 
BackupExec の上位ノヽヽソクアップツール。基幹業務など大規模シ 
ステムまで対応。オープンファイルバックアップ、 Disaster 
Recovery を標準サボート。 DB オンラインパックアップなどに対 
応可能0 


橡作@ nwm© as«i ohrs ■jowijm •vbihi 




ARCserve (コンピュータ•アソシエイツ社) 




BackupExec 
(ベリタスソフトウェア社) 


NetBackup 

(ベリタスソフトウェア社) 
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電源管理 

商用電源のトラプルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因と 
なる場合があります。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始める 
と、自動的にパッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、 
その間にファイルの保存など、必要な処理を行ろことができます。さらに電圧や電流の変動 
を抑え、電源装置の寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、ス 
ケジュール等による本装置の自動 • 無人運転を実現することもできます。 


ネットワーク管理 

ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent を使用することにより、本装置に接 
続されている LAN の障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売りの WebSAM / Netvisor などを利用することにより、ネットワーク全体の管理を 
行ろことができます。 


システム BIOS の二重化 

システム BIOS はプライマリ BIOS とセカンダリ BIOS のふたつの BIOS を運用することによっ 
て、二重化を実現しています。 

通常時にはプライマリ BIOS を起動してシステムを運用しますが、プライマリ BIOS のデータ 
障害や、システム BIOS が格納されているデパイスの故障が発生した場合などには、速やか 
に運用をセカンダリ BIOS に移します。 

このような運用によって、システム BIOS の不具合によるシステム起動不可が発生しないよ 
ろにしています。 

なお、出荷時にはプライマリ BIOS とセカンダリ BIOS には、最新版のシステム BIOS が納され 
ています。システム BIOS のアップデートを実行すると、セカンダリ BIOS がアップデートさ 
れ、こちらがプライマリ BIOS に切り替わります。 

その後このプライマリ BIOS から起動されます。 


導入編 
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導入にあたつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセ、ソトアップを始める前に、以下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 


「本装置の特長」での説明のとおり、本装置では運用管理 • 信頼 
性に関する多くのハードウェア機能や添付ソフトウェアを備え 
ています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各ハード 
ウェア機能および添付ソフトウェアのどれを使用して、どのよ 
うに運用するか9」などを検討し、それに合わせて必要なハード 
ウェアおよびソフトウエアのインス I ル/設定を行ってくださ 
い。 



稼動状況.障害の監視および保守 

本装置に標準で添付された 「 ESMPRO / ServerManager 」 および 「 ESMPRO / ServerAgent 」 
を利用することにより、リモートから本装置の稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に 
防ぐことや万一の場合に迅速に対応することができます。 

本装置を運用する際は、 「 ESMPRO / ServerManager 」 および 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を 
利用して、万一のトラブルからシステムを守るよう心がけてください。 


契約の保守サービス会社 



なお、本装置に障害が発生した際に、ご契約の保守サービス会社がアラーム通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シリーズの 
障害監視 • 保守を行うことができます。 

「エクスプレス通報サービス」をご利用することもご検討ください。 
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システムの構築 • 運用にあたっての留意点 

システムを構築 • 運用する前に、次の点について確認してください。 


出荷時の状態を確認しましよう 

お買い求めになられた本装置を導入する前に、本装置の出荷時の状態を確認しておいてくだ 
さい。 

• システムやオペレーティングシステムのインス I 'ール状態について 

本装置では、ご注文により出荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

BTO (工場組み込み出荷）にて Windows Server 2003 x 64 
Editions、Windows Server 2003または Linux インストールを 
指定された場合。 

未インストール 

ディスクレスモデルを購入され、 BT 0 (工場組み込み出荷）に 
よる 0 S のインストールを希望されなかった場合。 


出荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。 14 ページの説明に従ってセットアップを行ってください。 

• パーティション構成について 

本装置では、セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域(保守用パー 
ティジョン）が自動的に作成されます。 

(M , ) 

空き領域 

オペレーティングシステム用パーティション 

カスタムインストールの場合は、お客様の才ーダによって異 

なります。 

保守用ノ（ーティション(約 55MB) 

保守用の各種ユーテイリティが格納されています。オペレーティングシステムからは「不明な領域」ま 
たはドライフレターがアサインされていないボリュームラペル 「EISA 構成」または 「MAINTE_P」 の FAT 
パーテイシヨンとして認識されます。 


出荷時にオペレーティングシステムがインストールされていない場合は、保守用パー 
\ TW ] ティションは作成されていません。 EXPRESSBUILDER を使ってセットアップをすると 

自動的に保守用パーティションが作成されます。 

I M-O 保守用パーティションは保守時に必要な各種ユーティリティが格納されています。 
mm 作成されている保守用パーティションは削除しないでください。 


導入編 


9 


























セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、本装置のセットアップは必要不可欠なポイントです。 

本装置のセットアップを始める前にセットアップをどのような順序で進めるべきか十分に検 
討してください。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安定した運用と機能を十分に発揮 
できなくなります。 

1 . 運用方針と障害対策の検討 

本装置のハードウェアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムによって運 
用方針やセキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「本装置の特長 (2 ページ)」に示す本装置のハードウェアやソフトウェアが提供する機能を 
十分に利用したシステムを構築できるよう検討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 

2. 八ードウェアのセットアップ 

本装置の電源を ON にできるまでのセットアップを確実に行います。この後の「システム 
のセットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、15ページに示す手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、ラックの設置やオプションの取り付け、周辺装置の 
接続に加えて、 BIOS の設定などの内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご 
使用になる環境に合わせたパラメータの設定はオペレーティングシステムや管埋用ソフ 
トウェアと連携した機能を利用するために大切な手順のひとつです。 

3. システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といったハードウェアのセットアップが終わりまし 
たら、ハードディスクドライブのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペ 
レーティングシステムや管理用ソフトウェアのインス I ルに進みます。 

く初めてのセットアップの場合 ( Windows )〉 

初めてのセットアップでは、お客様が注文の際に指定されたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

「カスタムインス I ル」を指定して購入された場合は、本装置の電源を ON にすれば 
自動的にセットアップが始まります。セットアップの途中で表示される画面のメッ 
セージに従って必要事項を入力していけばセットアップは完了します。 

「未インス I — ル」にて購入された場合は、添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM が 
提供する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用します。 
シームレスセットアップでは、はじめにセットアップに必要な情報を選択 • 入力する 
だけであとの作業はシームレス（切れ目なく）で自動的に行われます。 

く再セットアップの場合 ( Windows )〉 

シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアップ 
が代わって行います。 




[インストールする〇 S によってシームレスセットアップの手順が少しだけ変わります] 

本装置がサボートしている〇 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003, Standard x 64 Edition 日本語版(以降、 
「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003, Enterprise x 64 Edition 日本語版(以降、 
「Windows Server 2003 x 64 Editions 」 と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版(以降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Enterprise Edition 日本語版（以降、 
「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版(以降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版(以降 、 「Windows 2000」 
と呼ぶ） 

Windows 2000ご使用の際は 、 Service Pack 4以上を適用ください。 

• Linux (サボートしているディストリビューションについては、お買い求めの販売店 
または保守サービス会社にお問い合わせください。） 

Linux のインストールおよび管理ソフトウェアのインストールとセットアップは、 
Express 5800 / Linux インス I ル代行サービス説明書を参照してください 0 

その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問し''合わせください。 

「Windows Server 2003」または 「Windows 2000」では、ディスクアレイの設定から OS 
のインス I ル、管理用ソフトウェアのインストールまでの作業をシームレスセット 
アップが行います。セットアップでは、シームレスセットアップを利用することをお勧 
めします。 

Windows Server 2003 x64 Editions ではシームレスセットアップは使用できま 
せん 0 「Microsoft Windows Server 2003, Standard x64 Edition/Microsoft 
Windows Server 2003, Enterprise x64 Edition インスト レーシヨ ンサプリメン 
トガィ ド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を使用してください。 

4. 障害処理のためのセットアップ ( Windows ) 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよラ障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2003 x 64 Editions , Windows Server 2003 
または Windows 2000に関しては、本書で説明しています。 

5. 管理用ソフトウェアのインストールとセットアップ ( Windows ) 

出荷時にインス I ル済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、本装置と同じネットワーク上にある管理 PC にインストールし、本装置を 
管理_監視できるソフトウェアもあります。併せてインストールしてください。詳しく 
は r ソフトウェア編」をご覧ください。 

6. システム情報のバックアップ 
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保守ユーティリティ「オフライン保守ユーティリティ」を使って本装置の設定情報のパック 
アップを作成します。 I / O ポードの故障などによるパーツ交換後に以前と同じ状態にセット 
アップするために大切な手順です。詳しくは48ページまたは73ページをご覧ください。 




各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、本装置に添付された ESMPRO / ServerAgent 、 
ESMPRO / ServerManager または別売りのソフトウェアが必要となります。 

この後で説明するセットアップ手順またはソフトウェアの説明書(別売の場合)に従って各ソ 
フトウェアのインストールおよび必要な設定を行ってください。 

各運用管理機能を利用する際には、以下の点にご注意ください。 

サーバ管理機能を利用するにあたって 

• プロセッサ/メモリ縮退機能を利用する場合やプロセッサやメモリを交換した場合は、 
BIOS のコンフィグレーションが必要です。「システム BIOS (187 ページ)」を参照して 
「Processor Settings 」 や 「 Advanced 」 内の 「Memory Configuration 」 の各項目を設定し 
てください。 

• 本装置の各コンポーネント（プロセッサ/メモリ/ディスク/ファン）の使用状況の監視や才 
ペレーティングシステムのストール監視など、監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent でしきい値などの設定が必要になります。詳 
細は、各ソフトウェアに関する説玥やオンラインヘルプなどを参照してください。 

ストレージ管理機能を利用するにあたって 

• ディスクアレイシステムを使用する場合 

— Power Console Plus をインストールしておく必要があります。「ソフトウェア編」 
の 「Power Console Plus (サーパ)」の説明に従って本装置に Power Console Plus 
(サーパ）をインス!ルしてください。また、リモートからの監視をする場合は別 
途、管埋 PC に Power Console Plus (管理 PC ) をインス I -- ルしてください。 

-ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるた 
めに、定期的にアレイディスクの整合性をチェックしてください。 

詳しくはオンラインドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズマニュアル」の 
「定期的な整合性チェックの実施」を参照してください。 

• バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープドライブやテープの状態を監視するためには「テープ監視ツール」のインストール 
が必要です。「ソフトウェア編」の「テープ監視ツール」の説明に従ってインストールして 
ください。また、テープドライプを使用する場合はクリーニングテープを使って定期的 
にへッドを清掃するよう心がけてください。へッドの汚れはデータの読み書きエラーの 
原因となり、データを正しくパックアップ/リストアできなくなります。 

電源管理機能を利用するにあたって 

• 無停電電源装置 （ UPS ) を利用するには、専用の制御用ソフトウェア （ ESMPRO / 
UPSController 、 PowerChute p / us ) または、オペレーティングシステム標準の UPS サー 
ビスのセッ トアップが必要です。 

• 無停電電源装置を利用する場合、自動運転や停電回復時の本装置の自動起動などを行う 
には BIOS の設定が必要です。「システム BIOSC 187 ページ)」を参照して、 「 Server 」 メ 
ニューにある 「 AC - LINK 」 の設定をご使用になる環境に合った設定に変更してください。 




お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に 「Club Express 会員」への登録をご案内しております。添付の「お客様登 
録申込書」に必要事項をご記入の上、エウスプレス受付センターまでご返送いただくが 、 Club Express の 
インターネツトホームページ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

にてご登録ください。 



「Club Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上で役立つ情 
報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express のインターネットホーム 
ページにて紹介しております。是非、ご覧ください。 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順序と参照するページを説明します。セツトアップはハードウエアから始めます。 


两-〇 BTO (工場組み込み出荷）にて 
Windows のインストールを指定した 
場合は、本装置に Windows のプロダ 
クトキーが記載された ID ラベルが貼り 
つけられています。 

OS のセットアップや再インストール時に必ず必要な情報です。剥がしたり汚したりしない 
よう注意してください。もし剥がれたり汚れたりして見えなくなった場合はお買い求めの販 
売店または保守サービス会社に連絡してください。あらかじめプロダクトキーをメモし、他 
の添付品といっしよにメモを保管されることをお勧めします。 


Product Kev: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111 

〇〇〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇 


EXPRESSBUILDER がサボートしているオプションポード 


添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-ROM で サボートしている オプション ボードは、以下にな 
ります。 もし、下記以外の オプション ボードを接続するときは、 オプション ボード添付の説 
明書と「応用セットアップ」 (49 ページ)を参照してセットアップしてください。 

[Windows Server 2003 x 64 Editions の場合]の場合 

參 EXPRESSBUILDER にて 0 S のインストールをサボートしているディスクアレイコント□ーラ 

-オンボード RAIDCI / 〇ボード上のコント□—ラを使用） 

- N 8 103-81 ディスクアレイコント□—ラ (2 ch ) 

• その他のオプション 

- N 8 103-75 SCSI コント□—ラ 
- N 8103 -95 SCSI コント□—ラ 
- N 8 190- 126 SCS I コント□—ラ 

[Windows Server 2003 、 Windows 2000の場合] 

參 EXPRESSBUILDER にて 0 S のインストールをサボートしているディスクアレイコント□ーラ 

-オンボード RAIDCI / 〇ボード上のコント□—ラを使用） 

- N 8 103-81 ディスクアレイコント□—ラ （2 ch ) 

• その他のオプション 

- N 8103 -65 SCSI コント□—ラ 
- N 8 103-75 SCSI コント□—ラ 
- N 8103 -95 SCSI コント□—ラ 
- N 8 190- 126 SCSI コント□—ラ 
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八ードウエアのセツトアツ 


次の順序でハードウエアをセットアップします。 

1. 本装置を設置する。（―102ページ） 

2. 別途購入したオプションを取り付ける。 （—130 ページ） 

Windows Server 2003をお使いの環境で次のオプションを増設した場合は、 OS の起動後に次の 
操作を行ってください。 

- DIMM を増設した場合は「ページングファイルサイズ」を設定し直してください。 

詳しくは28ページ (Windows Server 200 3) を参照してください。 

-本装置を1プロセッサから2プロセッサ以上に増設した場合は、デバイス マネー ジャの「コン 
ピュータ」のドライバを 「ACPI マルチプロセッサ PC」 に変更し、画面に従って再起動後、シ 
ステ厶のアップデート （48 ページまたは72ページ）を行ってください。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本装置に接続する。 （—104 ページ） 

4. 添付の電源コードを本装置と電源コンセントに接続する。 （—106 ページ） 

5. 本装置の構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

190ページに示す設定例を参考にしてください。 

frOBM 

BIOS の設定には日付や時間の設定もあります。正しく設定されているか必ず確認してくださ 
し、0 
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システムのセツトアツ 


ハードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


^ スタ-卜 



ハードウエアのセットアップ 

15ページ 


♦ 



インス1-ールする 0 S は？ 


. 1 


Windows です 


Linux です 



セツトアップ完了 


*2 ，販売店または保守サービス会社にお問し、合わせください。 

Express 5800 / Linux インス I -一行サービス 
*3 説明書を参照してください。 

Windows Server 2003 x 64 Editions ではシームレス 
セットアップは使用できません。 
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Windows Server 2003 x64 Editions 

のセットアップ 

ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003 x 64 Editions やシステムのセット 
アップをします。再インストールの際にも参照してください。 



カスタムインス I ^ールモデルのセツトアツ 


BT 〇(工場組み込み出荷)にて「カスタムインス I -ール」を指定して購入された本装置のハード 
ディスクドライプは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、〇 S 、 管理 
用ソフトウェアなどがすべてインストールされています。 


rEvn 


ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された本装置で初めて電 
源を ON にするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップをする 
場合は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft 
Windows Server 2003, Standard x 64 Edition/Microsoft Windows Server 200 3, Enterprise 
x 64 Edition インスト レーシヨ ンサプリメントガイド」の 「マニュアル セットアップ」を参照し 
てください。 


セットアップをはじめる前に -購入時の状態にっぃて- 

セツトアップを始める前に次の点について確認してください。 


本装置のハードウェア構成(ハードディスクドラ 
イプのパーティションサイズも含む）やハード 
ディスウドライプにインストールされているソ 
フトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダーによって異なります。 

右図は、標準的な本装置のハードディスクドラ 
イプの構成について図解しています。 


賢 

八ードディスク 
ドライブ 


空きエリア 

Microsoft Windows 
Server 2003 x64 Editions 

保守用パーティション 
(約 55MB) 


セットアップの手順 

次の手順で本装置を起動して、セットアップをします。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を〇 N にし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows Server 2003 x 64 Editiion セットアップ]画面が表示されます 0 

2. [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

以降、使用者名などの設定画面が次々と表示されます。 


導入編 
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4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知らせる画面が表示されます。 

5. [完了]をクリックする。 

本装置が再起動します。 

6. 再起動後、システムにログオンする。 

7. 次の「デバイスドライバ(本体標準装備)のセットアップ」を参照して、ネットワークドライパの詳 
細設定をする。 

8. オプションのデバイスでドライパをインストールしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ストールする。 

9. 43 ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインス I ルされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Power Cosole Plus * 

• ESMPRO/UPSController (本ソフトウェアを購入された場合のみ)* 

• PowerChute plus (本ソフ トウェアを購入された場合のみ)* 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の「本装置用パンドル 
ソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 

11. 48 ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は r マニュアルセットアップ」を使用してください。「マニュアルセッ 
トアップ」は、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft 
Windows Server 2003, Standard x 64 Edition/Microsoft Windows Server 2003, 
Enterprise x 64 Edition インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。 


デバイスドライバ(本体標準装備)のセットアップ 

オプションのデパイスドライパのインストールやセットアップについてはオプションに添付 
の説明書を参照してください。 



PROSet 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PROSet を使用することにより、以下のことが行えます。 

ーアダプタ詳細情報の確認 

ーループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
— Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた環 
境を提供し、サーバスイッチ間のスループットを向上させることができます。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 PROSet をインス!ルす 
る場合は、以下の手順に従ってください。 

1 . 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットする。 

2. エクスプローラを起動す る。 

<標準の スター ト メニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[エクスプローラ]をクリックする。 

<クラシック スター ト メニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[プログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプローラ]をクリッ 
クする。 

3. T く CD - ROM のドライフレター〉: ¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ NS 1¥ PROSET ¥ WS 03_32 E 」 ディレク 
トリ内の 「 DXSETUP . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

4. [次へ]をクリックする。 

5. [同意する]をクリックする。 

6. デフォルトのままで、[次へ]をクリックする。 

7. [インストール]をクリックする。 

[ InstallShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

8. [閉じる]をクリックする。 

9. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライプから取り出す。 

10. システムを再起動させる。 


導入編 
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ネットワークドライバ 


標準装置の2つのネークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と Duplex 
モードの設定が必要です。 

[ PROSet がインストールされていない場合] 

1. LAN 1/2 ( 1000 Base - T ) 用の「口ーカルエリア接続のプロパティ」ダイアログボックスを開く。 

<標準の スタートメニューモー ドの手順> 

① スタートメニューから[コントロールパネル]—[ネットワーク接続]—[口ーカルエリア接 

続] ( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connection ) または ( Intel ( R ) PRO / 1000 
MT Dual Port Network Connection #2) をクリックする。 

[□ _ カルエリア接続の状態]ダイア□グボックスが表示されます。 

② [プロパティ]をクリックする。 

<クラシック スター トメ ニューモー ドの手順> 

① スター トメニューから[設定] — [ネットワーク接続]をクリックする。 

② [口ーカルエリア接続]アイコン （ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connection ) 
または ( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connection #2) を右クリックし、 
シヨー トカットメニューから[プロパティ]をクリックする。 

2. [構成]をクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスが表示されます。 

3. [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を八プの設定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスの[〇 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

[ PR 〇 Set がインストールされている場合] 

1. 「□_カルエリア接続のプロパティ」ダイアログボックスを開く。 

<標準の スタートメニューモー ドの手順> 

① スタートメニューから[コントロールパネル]—[ネットワーク接続]—[口ーカルエリア接 
続] ( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connection ) または （ Intel ( R ) PRO / 1000 
MT Dual Port Network Connection #2) をクリックする。 

[□ _ カルエリア接続の状態]ダイア□グボックスが表示されます。 

② [プロパティ]をクリックする。 

<クラシック スター トメ ニューモー ドの手順> 

① スタートメニューから[設定] — [ネットワーク接続]をクリックする。 

② [□— カルエリア接続]アイコン （ Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connection ) 
または ( Intel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connection #2) を右クリックし、 
シヨートカットメニューから[プロパティ]をクリックする。 

2. [構成]をクリックする。 

[Intel PROSet ] ダイアログボックスが表示されます。 

3. [リンク]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]をハプの設定値と同じ値に設定する。 

4. [Intel PROSet ] ダイアログボックスの[〇 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 
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オプションのネットワークポードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -1 12/103/111/86/1 13) を使用する場合は、 
「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM に格納されているドライパをインス I ルしてください。 

「 N 8104 -1 12/103/1 13 J の場合 

r < CD - R 0 M のドライブレタ ー x ¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD¥NS 1 ¥ PR 0 1000 ¥ WS 03_32 E 」 

「 N 8104 -11 1/86」の場合 

「〈 CD - ROM のドライブレタ ー x ¥ WINNT ¥ W 2 K 3 AMD ¥ NS 1¥ PR 0100¥ WS 03_32 E 」 

インストール手順が不明な場合は、インストレーションサプリメントガイドのネットワーク 
ドライパのインストール手順を参照してください。 

「 N 8104 -11 4」のネットワークポードを使用する場合は、添付されている CD か FD に格納され 
ているドライパーを使用してください。 

なお、インストール手順が不明な場合は、添付されているネットワークドライパのインス 
トール手順を参照してください。 


アダプタフォルトトレランス （ AFT )/ アダプティブ□ー ド 
バランシング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス (AFT) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されてい 
るアダプタに障害が発生した場合、自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させる 
ものです。また、アダプティブロードパランシング (ALB) とは複数のアダプタでグループを 
作り、サーパから送信パケットをグループすべてのアダプタから行うことにより、スルー 
プットを向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT/ALB 機能を使用する場合は、以下の手順に従ってセットアップしてください。 

1. デパイスマネージャより、ネットワークアダプタのプロパティを開く。 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する (T)」 にチェックを入れ、[新規チー 
ム]をクリックする。 

3. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

4. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

5. チームモードの選択で、「アダプタフォルトトレランス」，「アダブティプロードパランシング」の 
いずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

6. [完了]をクリックする。 

7. デパイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデパイスのプロパティを開く。 

「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

8. チーム内のアダプタで、プライマリに設定する場合、ドライパを選択し、「ブライマリの設定」を 
クリックする。 

チーム内のアダプタで、セカンダリに設定する場合、ドライパを選択し、「セカンダリの設定 ( S )」 
をクリックしてください。 

両方の設定が終了した場合、 [ OK ] をクリックして画面を閉じて<ださい。 


導入編 
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9. 「スイッチのテスト」をクリック後、スイ、ソチのテスト画面が表示されたら、「テストの実行」をク 
リックして実行する。 

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

AFT / ALB のセツトアップは、ドライバインス!'ール後、必ず再起動した後に行う必要がありま 
す。 


アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のヴループとして指定するアダプタは、同ーハブ、異な 
るハブのどちらの接続でも使用できますが、異なるハブに接続する場合は、すべて同一 LAN 
(同ーセグメント）上に存在する必要があるため、カスケード接続にしてください。 

アダプティブ□ー ドパランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチングハブにのみ接続で 
きます。 


グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアウセラレータドライパは、システムのアップデート時に自動的 
にインストールされます。 

0 S のインストール後にグラフィックスアクセラレータドライパを削除し、再インストール 
する場合は以下の手順で再インストールして<ださい。 

1. 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドラィプにセ、ソトする。 

2. スタートメニューから[プログラム]、[アクセサリ]の順でポイントし、[エクスプ □— ラ]をクリッ 
クする。 

3. 「く CD - ROM のドラィプレター >:¥ WI _ T ¥ W 2 K 3 AMD ¥ VIDEO 」 ディレクトリ内の [ SETUP . EXE ] 
アイコンをダプルクリックする。 

メッセージに従ってインス!'ール作業を進めて<ださい。途中、「デジタル署名が見つかりませ 
ん。」というメ'ソセージが表示された場合は、[はい]をクリックし、インストールを続けて < だ 
さい。 

4. 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライプから取り出し，画面の指示に従って 0 S を再 
起動する。 


SCSI コント□ーラ( N 81 03-75/95/ N 8190-126) を追 
加接続する場合 

SCSI コント□-ラ (N 8103 -75/95/ N 8190-126)を追加接続する場合は、 0 S のプラグアン 
ドプレイ機能が動作し、ドライパが自動でインストールされます。特に作業は必要ありませ 
ん〇 
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ディスクアレイコント□—ラ （ N 8103 -81) を追加接続す 
る_合 


システムにディスクアレイコントローラ ( N 8103 -81) を追加接続する場合、 OS のプラグアン 
ドプレイ機能が動作しますが、ドライパは自動でインストールされません。以下の手順で 
ドライパをインストールしてください。 

1. [スタートメニュー]—[コントロールパネル]-[管理ツール]—[コンピュータの管理]から[デバイ 
スマネージャ]を起動する。 

2. デバイスマネージャで不明なデバイスとして登録されている RAID コント□—ラをダプルクリック 
する。 

3. [ ドライパの更新]をクリックする。 

4. ハードウェアの更新ウィザードが表示されるので、「このデパイスに最適なドライバを検索する(推 
奨)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. [フロッピーディスクドライプ]チェックボックスをチェックし、その他のチェックボックスの 
チェックを外し、フロッピーディスクドライプに 「Windows Server 2003 x 64 Edition OEM - 
DISKforEXPRESSBUILDER 」 をセットして、[次へ]をクリックする。 

6. [次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

以上でドライバのインス I ルは完了です。画面の指示に従ってシステムを再起動してくださ 
い0 


障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早<、確実に復旧できるようセットアップをして<ださ 
い。詳細な手順については43ページをご覧ください。 


導入編 
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Windows Server 2003のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセットアップをしま 
す。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


BTO (工場組み込み出荷)にて「カスタムインストール」を指定して購入された本装置のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 OS 、 管理 
用ソフトウエアなどがすべてインストールされています。 

^ ここで説 B 月する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された本装置で初めて電 
ff ^] 源を ON にするときのセットアップの方法について説玥しています。再セットアップをする 
場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」や「応 
用セットアップ」を参照してください。 

セツトアツプをはじめる前に 一購入時の状態について一 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本装置のハードウエア構成(ハードディスクドラ 
イブのパーティションサイズも含む）やハード 
ディスクドライブにインストールされているソフ 
トウエアの構成は、購入前のお客様によるオー 
ダーによって異なります。 

右図は、標準的な本装置のハードディスクドライ 
ブの構成について図解しています。 


セットアップの手順 

次の手順で本装置を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を〇 N にし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます 0 

2. [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

以降、使用者名などの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セツトアップの終了を知らせる画面が表示されます。 



八ードディスク 
ドライブ 


空きエリア 

Microsoft Windows 
Server 2003 

保守用パーテイシヨン 
( 約 55M 巳 ) 
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5. [完了]をクリックする。 

本装置が再起動します。 

6. 再起動後、システムにログオンする。 

7. 36 ページの手順 19 以降を参照して、ネットワークの詳細設定をする。 

8. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ス I ルする。 

9. 43 ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインス I ル済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/Server Agent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Power Cosole Plus * 

• ESMPRO/UPSController (本ソフトウェアを購入された場合のみ)* 

• PowerChute plus (本ソフ トウェアを購入された場合のみ)* 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の「本装置用パンドル 
ソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 

11. 48 ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使用してください。 


導入編 
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EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップします。 

「シームレスセットアップ」は、 RAID の設定 
から、 OS (Windows Server 2003)、各種 

ユーティリティのインストールまでを切れ目 
なく（シームレスで)セットアップできる方法 
です。 

ハードディスクドライブを購入時の状態と異 
なるパーティシヨン構成で使用する場合や、 

OS を再インストールする場合は、シームレ 
スセットアップを使用してください。煩雑な 
セットアップをこの機能が代わって行いま 
す。 

两~〇 • N 8103 -81 ディスクアレイコントローラ (2 ch ) に接続したハードディスクドライブに 
はシームレスセットアップできません。「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手 
順に従ってマニュアルセットアップを実施してください。 

• Windows Server 2003 x 64 Editions では、シームレスセットアップを使用でき 
ません。再セットアップする場合は 、 「Microsoft Windows Server 2003, 
Standard x 64 Edition/Microsoft Windows Server 200 3, Enterprise x 64 
Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセツトアップ」 
を使用してください。 



^ 本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していないディスクアレイコントローラや SCSI 

ポードなどの大容量記憶装置コントローラを搭載し、システムディスクとして使用するハー 

ドディスクドライプを接続している場合は、後述の「応用セットアップ」も併せて参照して 

ください。 

• シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを使用したり、 
セットアップ中に設定したパラメータをパラメータファイルとしてフロッピーディスク 

「ヒント I (別途 1.44MB フォーマット済み空きフロッピーディスクをご用意ください）に保存する 

ことができます。 

• パラメータファイルは、 EXPRESSBUILDER にある 「ExpressPicnic(R)」 を使って事前に 
作成しておくことができます。 ExpressPicnic を使ったパラメ ータファイルの作成方法 
については、308ぺージを参照してください。 

• シームレスセットアップでは、「保守用パーティション」と呼ばれる約 55MB の保守用の 
領域をハードディスクドライブの先頭に確保します。保守用パーティションは保守時に 
必要な各種ユーティリティが格納されています。作成された保守用パーティションは削 
除しないでください。 

• セットアップパラメータ FD はお客様でご用意ください。 
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OS のインストールについて 

〇 s のインストールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 


本装置がサボートしている 0 S について 

本装置がサボートしている〇 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版(以降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Enterprise Edition 日本語版(以降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

その他の〇 S をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
し''合わせください。 

p -〇 Windows Server 2003 x64 Editions では、シームレスセットアップを使用できませ 
ん。再セットアップする場合は、 「Microsoft Windows Server 2003, Standard x64 
Edition/Microsoft Windows Server 2003, Enterprise x64 Edition インストレー 
シヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を使用してください。 


巳 IOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前にハードウェアの BIOS 設定などを確認して 
ください。187ページを参照して設定してください。 


Windows Server 2003に〇し、て 

Windows Server 2003は、シームレスセットアップでインス!ルできます。ただし、次 
の点について注意してください。 

M-0 參インストールを始める前にオプションの増設や本装置の八ードウェアのセットアップ 
(BIOS やオプションボードの設定）をすベて完了させてください。（後述の場合を除 
〇。 

• 弊社が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストールに関する説明書 
が添付されていますが、本装置へのインス!'ールについては、本書の説明を参照してく 
ださい。 

參シームレスセットアップを完了した後に43ページを参照して「メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 

ミラー化されているボリュームへの再インストールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームに再インストールする場合は、 
インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インス!ル 
完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーポリュームの作成あるいはミラーポリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスウの管理]から行えます。 


導入編 
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MO 装置の接続について 

Windows Server 2003 をインストールするときに M 〇装置を接続したまま作業を行うと、 
インストールに失敗することがあります。ファイルシステムが正しく変換されなかった場合 
は、 MO 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしないでく 
ださい。 

ハードディスクドライブの接続について 


〇 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライプを接続する 
場合は、〇 S をインストールした後から行ってください。また、〇 S をインストールするハー 
ドディスクドライプに論理ドライプを複数作成している場合は、「論理ドライプが複数存在 
する場合の再セットアップ手順」 (51 ページ)を参照してください。 

データディスク用として N 8103 -81 ボードを接続する場合は、ディスクアレイコントローラ 
のコンフィグレーション情報をクリアしてからシー厶レスセットアップを開始してくださ 
い。コンフィグレーション情報のクリア手順については N 8103-81 ボードに添付のマニュア 
ルを参照してください。 

作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーテイシヨンのサイズは、次の計算式から求めることができ 
ます。 



[tyF\ 


インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 


インストールに必要なサイズ =2900MB (Windows Server 2003 

(サービスパック含まない）のみ） 

35 〇〇 MB (Windows Server 2003 


with ServicePack 1) 

4400 MB (Windows Server 200 3 十 
サービスパック CD-ROM) 

ページングファイルサイズ(推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載メモリサイズ十 12MB 

アプリケーシヨンサイズ =任意 


M -〇 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル)採取のための推奨サイ 
ズです。ブートポリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの初期サ 
イズを持つページングファイルが必要です。また、ページングファイルが不足すると仮 
想メモリ不足により正確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体 
で十分なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのパーティションに設定できるページングファイルサイズは最大で4095 M 巳で 
す。搭載メモリサイズ XI . 5倍のサイズが4095 MB を超える場合は、4095 MB で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズが2 G B 以上の場合のダンプファイルサイズの最大は、 
「2048 M 巳 +12 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインス!-ールする場合は、別途そのアプリケーションが 
必要とするディスク容量を追加してください。 
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例えば、搭載メモリサイズが5 12 MB の場合、パーティションサイズは、前述の計算方法から 

2900 MB 十 (512 MB X 1.5) + 512 MB + 12 MB +アプリケーションサイズ 
= 4192 MB +アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インス I ルに必要なサイズ +ベー 
ジングファイルサイズ」より小さい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスク 
を増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のように複数のディ 
スウに割り当てることで解決できます。 

1. 「インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デパッグ情報(ダンプファイルサイズ 
分）を別のディスウに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストールに必要 
なサイズ十ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してく 
ださい。 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストールに 

ついて 

ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 「 EXPRESS 巳 UILDERJCD - ROM に格納されてい 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition / 
Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition インストレーションサプリ メントガ 
イド」を参照して再インストールしてください。 

インストレージョンサプリメントガイドにもダイナミッウディスクへのインストールに関す 
る注意事項が記載されています。 

ディスク構成について （「EISA 構成」と表示されている領域について） 

ディスウ領域に 「 EISA 構成」と表示された領域が存在する場合があります。構成情報やユー 
テイリテイを保存するための保守用パーテイシヨンです。削除しないでください。 



「 EISA 構成」 


Service Pack の適用について 

Express 5800シリーズでは 、 Service Pack を適用することができます。本装置に添付され 
ている Service Pack 以降の Service Pack を使用する場合は、下記サイトより詳細情報を確 
かめた上で使用してください。 


導入編 
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セツトアップの流れ 


シームレスセツトアップの流れを図に示します。 


30 



み + + A 


サービスパック CD-ROM をセットする| 
(サービスパックを適用する場合） 


4 + + A 

自動インストール 

i 

自動□グオン 


※アレイディスクの設定画面で、 RAID を新規作成する 
設定にした場合、このフェーズが実行される。 



J ： 入力や選択が必要な作業 
]： 自動的に作業が進む内容 











































セツトアップの手順 


シームレス セットアップでは、ウイザード形式に より 各 パラメータを 設定して いきます。こ 
のとき、 各 パラメータを 一つの ファイル(パラメータフアイ ル）として フロッピー ディスクへ 
保存する ことも 可能です。 


魏 〆 ^ パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保存用として 1.44 MB 
フォーマット済みの空きフロッピーディスクが1枚必要となります。あらがじめ、お客様で 
フロッピーディスクをご用意ください。 

再インス!'ールのときは、保存しておいたパラメータファイルを読み込ませることで、ウィ 
ザードによるパラメータ入力を省略することができます。 

また、シームレスセットアップの中で、ディスクアレイコントローラなどのオプションに添 
付されたドライパ FD (「大容量記憶装置用 OEM - FD 」） を個別に適用する場合は、パラメータ 
ファイルの設定も必要になります。このときも空きフロッピーディスクをご用意<ださい。 


ff 類 


システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行ってください。 

Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドライバの変更、 
または追加する場合は、オンラインドキュメントの 「Microsoft Windows Server 
2003 Standard Edition/Microsoft Windows Server 2003 Enterprise 
Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


周辺装置、本装置の順に電源を 0 N にする。 


I- rEvn 

0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、インストールすに失 
敗することがあります。失敗した場合は、 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直 
してください。 

0 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、 0 S をインストールした後から行ってください。 

0 S をインストールするハードディスクドライブに論理ドライブを複数作成している場合 
は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 (51 ぺージ)を参照してくださ 


2. 本装置の CD - ROM ドライプに 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 0 M をセ v 卜する。 

3. CD - ROM をセットしたら、リセットする （< Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
0 FF /0 N して本装置を再起動する。 

CD - ROM がらシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 


4. [シームレスセットアップ]をクリックす 
る0 


EXPRESSBUILDER 



「シームレスセットアップ J は、 RWD の設定^ら、 
切 h 目%く （シームレスで）セットアップできる 


(S 每 M ユーティリティのイン 
切 h 目なく （シームレスで）- 
为去です。 

ハードディスクを購入 J 争か:^;異なるノ くーティ 
シヨ'ノネ誠で使用する場合や 0S を再インストール 
する場合は、シームレスセットアッブを使用して 
ください。隱な t ットアッブをこの機能 iWt 
わって行い tr。 
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5. 「パラメータファイルを使用してセット 
アップを進めますか？」というメッセージ 
が表示されます。 

パラメータファイルを使用する場合は「は 
しを、使用しない場合は「いいえ」を選択 
してください。 

6. 「お願い」が表示されますので、表示内容 
をよく読んでがら「確認」をクリックして 
ください。 


7. シームレスセットアップでの注意事項が 
表示されます。 

表示内容をよく読んでから「確認」をク 
リックしてください。 


パラメータファイルを使用してセツトアップを進めますか？ 


[ し、しヽ尤 | [ はし、 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報をパックアップする 
ことをお勧めします。パックアップ情報が無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

パックアップは、空きフロッピーディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーティリティの「システム情報の管理」から「退避 j 
を選択してください。 


確認 


セットアップを進めると、自動的に何回かコンピュータが再起動しますが、 
EXPRESSBUILDER CD-ROM、 セツトアップパラメータドロは、指示があるまで 
取り出さないでください。 


[ 職 I 


ディスクになんらかの〇 S がインストールされている場合、イ 
ンストールを続行するかを確認するメッセージが表示されま 
す。セツトアップを続けるには「続行」を選択してください。 


このディスクには、すでに何らかの 
オペレーティングシステムが 
インス I 'ールされています。 

. この操作を続けると、ディスク内の 
/ K データが失われてしまいます。 

操作を続けますか？ 


「継続 I [ 戻る 1 


8. パラメータファイルを使用する場合は 
セツトアップパラメータ FD が要求されま 
す。 


フロッピーディスクをセットして「確認」 

を選択してください。 

パラメータファイルを使用しない場合は 
このメッセージは表示されません。手順 
9へ進んでください。 

IチェックI 

ここでセットしたフ□ッピーディスクは指示があるまで取リ出さないでください。 

[既存のパラメータファイルを使用する場合] 

セットしたフロッピーディスク内のパラメータファイルの一覧が表示されます。 

①インストールに使用するパラメータファイルを選択 
し、[確定]をクリックする。 


確認のダイアログボックスが表れます。 

②パラメータを確認する場合は[確認]を、確認せずに 
そのままインストールする場合は、[スキップ]をク 
リックする。 

[確認]をクリック — 手順9へ進む 
[スキッア]をクリック—手順10へ進む 



セツトアップパラメータ f = D を挿入してください。 


確認 I [ 戻る 
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[空きフロッピーディスクをセットした場合] 

① [ファイル名: (A)] の下にあるボックスをクリックする 
か、 <A> キーを 押す。 

入カボックスが表示されます。 

② ファイル名を入力し、[確定]をクリックする。 


I 暇 I 
□ I 戻る I 


9. ディスクアレイコント□—ラのパラメー 
夕を設定する。 

[アレイディスクの設定]画面が表示され 
ます。設定内容を確認し、必要なら修正 
を行ってから[終了]をクリックしてくだ 
さい。 

なお、1台のハードディスクドライプに 
インストールする場合は RAIDO を選択し 
てください。 

設定が終了すると、自動的に RAID の構 
築、保守用パーティションの作成および 
各種ユーティリティのインスIルが実 
行されます。 


[7W テ〜伽設定] f. ィ聯树 W 

ア W テ、伽設定 

1する 

RAID の作成 

1 55?? RAID を使用する 

接続テ''イスりの K 孙数 


心りを搞成する厂イス® 


パ°ツクを梅成する RAID 


ラ阶 K、 の1淀 


ラ仆 tK の 



| 匚格了] \ y > r ] 


10. インス!ルするオペレーティングシス 
テムを選択する。 

リストボックスから [Windows] を選択し 
ます。 


オペレーティングシステムインス I ^ールメニュー 


1. セツトアップする 0S のカテゴリを選択す 
る。 


I チェック] 


既存のパラメータファイルを使用し、 
手順8でスキップを選択した場合、この 
メッセージは表示されません。手順13 
へ進んでください。 

Microsoft Windows Server 2003 
Standard Edition 

Micorsoft Windows Server 2003 
Enterprise Edition の[決定]を選択しま 
す0 


セツトアップする OS のカテゴリを選択してください。 


Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition 
Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition 


決定 


Microsoft Windows 2000 Server 
Microsoft Windows 2000 Advanced Server 


決定: 
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12. 次に、[基本情報]画面が表示されます。 
設定内容を確認し、必要なら修正を行っ 
てから[次へ]をクリックしてください 
(画面中の r 対象マシン」は機種によつて表 
示が異なります。） 


以降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルア]をクリックして設定を確認しなが 
ら画面を進めてください。設定内容は必 
要に応じて修正してください。 


w-OBM 

• os をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで確保してください。 
(28 ページ参照） 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション (保守用パーティションを除く） の情報はフォーマツ 卜され、すべてなくなりま 
す。それ以外のパーテイシヨンの情報は保持されます。下図は、保守用パーティションが用 
意されている場合に情報が削除されるパーティションを示しています。 


第1パーティション 

く保守用パーティション〉 

第2パーティション 

第3パーティション 

第4パーテイシヨン 

保持 

削賒 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したまま再インス!ルすることはできません （29 ページ参照)。「パーティション 
の使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択しないでください。 

• 「パーティション」に4095 MB 以外を指定した場合は NTFS へのコンバートが必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択したとき、流用す 
るパーティション以外(保守領域を除く）にノ《ーティションが存在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows Server 2003をインスI^ールします。 

• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力したい場合は、□グ 
オン後に入力画面がポップアップされますので、その時に再入力し、設定してください。こ 
こでは、仮の名前を入力してください。 

響 一 [12D 

• [基本情報]画面にある[戻る]をクリックすると、セットアップする os カテゴリ選択画面に 
戻ります。 

• [コンピュータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設定はシー厶レスセッ 
トアップの既定値を自動的に選択して、インストールを行います。 


<表示例> 
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13. オプションの大容量記憶装置ドライパの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インス!-ールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフロッピーディスク 
をフロッピーディスクドライプにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い0 


「大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


0 K ] | 終了 


本機能を使用する場合は、フロッピーディスクドライプが接続されている本装置のみ使用でき 
ます。 


14. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す0 


追加するアプリケーションのインストール 
媒体を CD - ROM またはフロツピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


0 K ] | 終了： 


15. メッセージに従って 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM を CD-ROM ドライプから取り出します。 
この時セットアップパラメータ FD を使用している場合は、フロッピーディスクドライプから取り 
出します。 

16. Windows Server 2003 CD-R 〇 M を CD-ROM ドライプにセットする。 

[ソフトウヱア使用許諾契約]画面が表示されます。 


17. よく読んでから、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、<「8>キ_を 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、<卩3>キ_を押 
す0 




同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows Server 2003はイン 
ス I -ールされません。 


次の使用許諾契約をお読みください。 
PageDown キ-を使って; W 0- ルしてください。 


Windows Server 200 3®5 化 CU こ 同意されます か？ 

[同意しません]を理 ぶと b 卜朽アを中止します。 

Windows Server 2003を 似トル する には、 この契約への同意が必要です。 


[[同意します ] [同意しません I 


Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムに 
ログオンします。 


18. 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場合は、次の操作をする。 

(1) メッセージに従って Windows Server 2003 CD-R 〇 M を CD-ROM ドライプから取り出す。 

(2) メッセージに従って Windows Server 2003サービスパック1以降の CD-ROM を CD-ROM ド 
ライプにセットする。 

w-OBM 

ServicePackl が含まれた Windows Server 2003 CD - ROM を使用してインストールを 
された場合は、再度 ServicePackl を適用する必要はありません 0 
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19. PROSet をインストールする 


PROSet は、ネットワークドライパに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PROSet を使用することにより、以下のことが行えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループパックテスト、バケット送信テストなどの診断 
• Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、本装置に耐障害性に優れた環境を 
提供し、本装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。 

このよラな機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、以下の手順に従ってください。 

① 「EXPRESSBUILDERJCD-ROM を CD-ROM ドラィプにセ、ソトする。 

© エクスプローラを起動する。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューがら[エクスプローラ]をクリックする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューから[すべてのプログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプロー 
ラ]をクリックする。 

③ r<CD-ROM のドラィプレタ ーx¥W_T¥DOTNET¥BC5¥PROSET¥WS03XP32」 ディレ 
クトリ内の 「PROSET.EXE」 アイコンをダプルクリ、ソクする。 

[Intel(R) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

④ [次へ]をクリ'ソクする。 

⑤ [使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(6) [標準]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(7) [インス!'ール]をクリックする。 

[InstallShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

⑧[完了]をクリックする。 

(D システムを再起動する。 

20. ネットワークドライパの詳細設定をする。 

標準装備の2つのネットワークドライパは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設定が必要です。 

[PROSet がインストールされていない場合] 

① LAN1/2(1000Base-T) 用の「口ーカルエリア接続のプロパティ」ダイアログボックスを開 
<〇 


<標準のスタートメニューモードの手順> 

(1) スタートメニューから[コントロールパネル]—[ネットワーク接続] -»[ ローカルエリア 
接続] (Intel(R) PRO/ 1000 MT Dual Port Network Connection) をクリックする0 

[□_ カルエリア接続の状態]ダイアログボックスが表示されます。 

(2) [プロパティ]をクリックする。 
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くクラシックスタートメニューモートの手順〉 

(1) スタートメニューから[設定]—[ネットワーク接続]をクリックする。 

(2) [□— カル接続]アイコン (Intel(R) PRO/ 1000 MT Dual Port Network Connection) を 
右クリックし、ポップアップメニューから[プ□パティ]をクリックする。 

© [構成]をクリ'ソクする。 

ネ、ソトワークアダプタのプ□パティダイアログボックスが表示されます。 

© [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を HUB の設定値と同じ値に設定 
する。 

④ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスの[〇 K] をクリックする。 

以上で完了です。 

[PROSet がインストールされている場合] 

<標準の スター ト メニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[コントロールパネル； |—[lntel PROSet] をクリックする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順〉 

(1) スター ト メニュー がら[設定]—[コント□—ルパネル]をクリックする。 

(2) [Intel PROSet] アイコンをダブルクリックする。 

① 続けて、リスト中の [Intel(R) PRO/ 1000 MT Dual Port Network Connection] をクリック 
して選択する。 

② [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定を HUB の設定と同じ値に設定す 
る。 

(D [Intel PROSet] ダイアログボックスの[適用]をクリックし、 [0K] をクリックする。 

以上で完了です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネ'ソトワーク接続]が6 
ローカルエリア接続のプロパティダイアログボックスを表示させて行います。 

•二班 

サービスの追加で[ネットワークモニタ] を 追加する ことを お勧めし ます。 [ネットワークモニタ] 
は、[ネットワークモニタ] を インストールしたコンピュータが送受信するフレーム（または パ 
ケット）を 監視する ことができます。 ネットワーク障害の解析な どに 有効なツー ルです。 インス 
卜ールの手順は、この後の「障害処理のためのセット アップ」を 参照して くださぃ。 

21. オプションのデバイスでドライパをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライパをインストールする。 

22. 43ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

23. 48ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアウセラレータドライパは、シームレスインストールおよびシス 
テムのアップデート時に自動的にインストールされます。 


0 S のインストール後にグラフィックスアクセラレータドライバを削除し、再インストール 
する必要がある場合は以下の手順で再インストールしてください。 

1. 「EXPRESSBUILDERJCD-ROM を CD-ROM ドライプにセットし、スタートメニューの[プログラ 
ム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ □— ラ]をクリックする。 

2. ”<CD-ROM のドライプレター〉: ¥WINNT¥DOTNET¥VIDEO" ディレクトリ内の [SETUP.EXE] ア 
イコンをダプルクリックする。 

3. ドライパのインストールが開始されます。 

メッセージに従って作業を進めて<ださい。 

途中、"デジタル署名が見つがりませんでした。..."とのメッセージが表示される場合は、「はい」 
をクリ'ソクしてインストールを続けてください。 

4. 「EXPRESSBUILDERJCD-ROM を CD-ROM ドライプから取り出し，画面の指示に従って 0S を再 
起動する。 


オプションのネットワークポード ( N 8104 -1 12/103/ 
111/86/1 13) のドライバ 

オプションのネットワークポード ( N 8104 -1 12/103/111/86/1 13) を使用する場合は、 
「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM に格納されているドライパをインストールしてください。 


「 N 8 104-112/1 03/11 3 J の場合 

「< CD - R 0 M のドラィブレタ ー x ¥ W _ T ¥ DOTNET ¥ BC 5¥ PR 01000¥ WS 03 XP 32」 

「 N 8104 -1 1 1/86 J の場合 

「< CD - R 0 M のドライブレタ ー>:¥ WINNT ¥ D 0 TNET ¥ 巳 C 5¥ PR 0100¥ WS 03 XP 32」 

インストール手順が不明な場合は、インストレーシヨンサプリメントガイドのネットワーク 
ドライパのインストール手順を参照してください。 

「 N 8104 -1 14」のネットワークポードを使用する場合は、添付されている CD か FD に格納され 
ているドライパを使用してください。 

なお、インストール手順が不明な場合は、添付されているネットワークドライパのインス 
I 'ール手順を参照してください。 
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アダプタフオ J レトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□一 
ドバランシング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されて 
いるアダプタに障害が発生した場合、自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させ 
るものです。また、アダプティプ□—ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでグルー 
プを作り、サーバから送信パケットをグループすべてのアダプタから行うことにより、ス 
ループットを向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT/ALB 機能を使用する場合は、以下の手順に従ってセットアップしてください。 

1. [コントロールパネル]ダイアログボックスで、[有線用 Intel(R) PROSet] アイコンをダブルクリッ 
クする。 

[有線ネットワーク用 Intel(R) PROSet] ダイアログボックスが表示されます。 

2. リスト中の「ドライバ名」にマウスポインタを合わせ、右クリックする。 

メニューが表示されます。 

3. [チームに追加]を選択し、[新規チームを作成]をクリックする。 

[チーム化ウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. 「アダプタフォルトトレランス」または「アグプティプロードバランシング」を選択して[次へ] 
をクリックする。 

5. [次へ]をクリックする。 

6. チームにするアダプタをチェックして[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

[有線ネットワーク用 Intel(R) PROSet] ダイアログボックスに戻ります。 

8. [適用]をクリックし、[〇 K] をクリックする。 

9. システムを再起動させる。 

M -0 • AFT/ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動した後に行う必要 

があります。 

• アダプタフオルトトレランス ( AFT ) のグループとして指定するアダプタは、同一八 
ブ、異なる八ブのどちらの接続でも使用できますが、異なる八ブに接続する場合は、す 
ベて同一 LAN (同ーセグメント)上に存在する必要があるため、カスケード接続にして 
ください。 

• アダプティブ□—ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチング八ブにのみ 
接続できます。 
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SCSI コント□ーラのドライバ 


SCSI コント□—ラ( N 81 03-65/75) を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□—ラ (N 8103 -65/75) を追加接続する場合、 OS のプラグアンドブレ 
イ機能が動作しますが、ドライバは自動でインストールされません。以下の手順でインス 
トールしてください。 

1. [スタート]メニューから[コントロールパネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理]から[デパイ 
スマネージャ]を起動する。 

2. デパイスマネージャで不明なデバイスとして登録されている SCSI コントローラをダプルクリック 
する。 

3. [ドライパの更新]をクリックする。 

4. ハードウエアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の場所からインストールする 
(詳細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. 「検索しないで、インストールするドライバを選択する」を選択し、[次へ]をクリックする。 

6. [ディスク使用 ( H )] をクリックする。 

フロッピーディスクドライプに 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 
をセットして、製造元のファイルのコピー元に 「 a :¥」 と入力し、[〇 K ] をクリックします。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 は「サボートディスクとは？」 （50 
ページ)を参照して作成してください。 

7. 以下のドライパを選択し、[次へ]をクリックする。 

N 8103 -65 使用時 ： [INITIO INI - A 10 XU 2 W PCI SCSI Controller ] 

N 8 103-75 使用時 ： [Adaptec SCSI Card 29320 ALP - Ultra 320 SCSI ] 

123 

Windows ロゴテストに合格してぃなぃ旨のポップアップが出る場合がありますが、システムの 
動作上問題ありません。 [ OK ] をクリックし処理を継続してくださぃ。 

以上でドライパのインストールは完了です。画面の指示に従ってシステムを再起動してくだ 
さい。 


SCSI コントローラ( N 81 03-95/ N 81 90-126) を追加接続する場合 

システムに SCSI コントローラ ( N 8103 -95/ N 8190 -126) を追力!]接続する場合、 0 S のプラグ 
アンドプレイ機能が動作し、ドライパが自動でインストールされますが、その後、ドライパ 
のアップデートが必要です。 

システムのアップデートを実施する事でドライパが適用されます。 
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ディスクアレイコント□—ラ （ N 8103 -81) を追加接続す 
る_合 


システムにディスクアレイコントローラ ( N 8103 -81) を追加接続する場合、 OS のプラグアン 
ドプレイ機能が動作しますが、ドライパは自動でインストールされません。以下の手順でイ 
ンストールしてください。 

1. [スタートメニュ ー]— [コント□—ルパネル]-[管理ツール]-[コンビュータの管理]から[デバイス 
マネージャ]を起動する。 

2. デバイスマネージャで不明なデバイスとして登録されている RAID コント□—ラをダプルクリック 
する。 

3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. ハードウェアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の場所からインストールする 
(詳細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. 「次の場所で最適のドライパを検索する」を選択し、[リムーパプルメディア（フロッピー、 CD - 
ROM など)を検索]チェックボックスをチェックする。 

6. フロッピーディスクドライプに 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESS 巳 UILDER 」 
をセットして、[次へ]をクリックする。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 は「サボートディスクとは？」 （50 
ページ)を参照して作成してください。 

7. [完了]をクリックする。 

以上でドライパのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 
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Boot . ini ファイルで使用可能なスイッチオプションについて 

Boot . ini ファイルを編集することで、様々なスイッチオプションを使用することができま 
す。使用可能なオプションについては、以下を参照してください。 

參サボート技術情報- KB 833721 

Windows XP および Windows Server 2003の巳 oot . ini ファイルで使用可能なスイツ 
チオプション 

4 GB を超えるメモリを搭載できる本装置では / PAE オプションの設定を行うことで 4 GB 
を超えるメモリを使用できるようになります。 / PAE オプションは、サポートされてい 
る製品が限定されています。以下のマイクロソフトサポート技術情報を参照して確認し 
て下さし''。 

• サボート技術情報- KB 291 988 

4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス拡張のスイッチの説明 


以下に編集例を示します。 


(1) 「スタート」メニューから[設定]をポイントして、[コント□—ルパネル]をクリッ 
クします。 

(2) 「コント□—ルパネル」から、[システム]アイコンをタブルクリックします。 r シ 
ステ厶のプ□パティ」画面が表示されます。 

(3) [詳細設定]タブから「起動と回復」にある[設定]をクリックします。 

(4) 「起動と回復」画面にある「起動システム」の[編集]をクリックし、 「 Bootini 」 を開 
きます。 

(5) 「 Boot . ini 」 ファイルの [operating systems ] に“/ PAE ” を追加し、上書き保存して 
ください。 

〈 Boot . ini ファイルの例> 

[boot loader 」 
timeout =30 

default = multi (0) disk (0) rdisk (0) partition (2 )¥WINDOWS 
[operating systems ] 

multi (0) disk (0) rdisk (0) partition (2)¥ WINDOWS="Windows Server 2003, 
Standard " /fastdetect 

multi (0) disk (0) rdisk (0) partition (2)¥ WINDOWS="Windows Server 2003, 
Standard , PAE " /fastdetect /PAE 

C :¥ CMDCONS ¥ BOOTSECT . DAT="Microsoft Windows 回復コンソール"/ 
cmdcons 


以上で Boot.ini への編集は終了です。 


■: 「起動/回復」画面にある「既定のオペレーティングシステム」で、選択したエントリから自動 

的に起動するように設定することができます。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セットアップをしておいてください。 

メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

本装置内のメモリダンプ(デバッグ情報)を採取するための設定です。 


メモリダンプの注意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表示される場合がありますが、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 


次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューから[コント□—ルパネル]を選択し、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイアログボックスが表示されます。 


2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリッ 
クする。 


システムのブロパテイ 


全股丨 ] ンピュ4名| ド 
Administrator として[]ヴ：オン d 


合は、こ〆ほとんど 
ジモリ使用、ぉょ U 仮 


Jjx ] 


り更新|リモート| 

。ほとんどの変更はで‘きません。 


視宜幼果、ブ□セツサの7かジ：^、メモリ使用、およ U 仮想メモリ 


黯⑤」 


-ユ ー ザ'-ブ□ファイル—— 

的オンに聞連したデスクトップ設定 


IS$(E ) 」 


システム起助、システム睹害、およ y? ■バック惜報 


設定 CD 」 


J 


4. テキストボックスにデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライプに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイル名で書き込む場合> 

D:¥MEM 〇 RY.DMP 


ユ j 上 j 


起觔システム- 

既定のオペレーティンヴシステム⑤： 

W オペレーティングシステムの一覧を表示す SB 寺間 CD: 
「必要なときに修愎ォプションを表示す辦間必 

起射]のオプションファイルを手勅で編集する(こは、 

[偏集] WM -- 


|30 

^秒間 

|30 

zd 秒間 

編集® | 


-ッ乂7ム I フ'- 

F システム□ヴ(こイベントを害き込む汹 

W 音理者へ彗告を送信す5⑽ 

17自助的に再起助する(段 
「デバッグ惜報の害き込み 


| 「カーネルメモリダンプ 

1 

rr ダンフ方ィル ^ 


L ISSystemRootSWMEMORY.DMP ^ 


-既存のファイル(こ上害き t る ◎ 


キャンセル」 
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W-OPTO 

Windows Server 2003 x 64 Editions の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ+1 MB 以上（メモリサイズが 2 GB を超える場合は、 
2048 MB +1 MB 以上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の 
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2003の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 M 巳以上(メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、 
2048 MB + 1 2 MB 以上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の 
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 


5. [パフオーマンス]ボックスの[設定]をク 
リックする。 

[パフォーマンスオプション]ウインドウ 
が表示されます。 




全般Iコンビュ-$名|ハードウIア 酬設定..| |自觔更新|リモート| 

Administrator として□ク•オンしない場合は、これら (Wfc んどの変更はできませ/ uo 



琛堉変数 (N) 


Iラ'-報告® 


キャンセル 


6. [パフォーマンスオプション]ウインドウ 
の[詳細設定]タブをクリックする。 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリツ 




ユ J2SJ 


ク9公〇 


視宜効果該足| 

「ブロセ、クサのスケジュール 
プロセッサ©リリースをどう割り当てるかを還択します。 

) 欠のパフオーマンスを優先する： 


r ブ□う•ラム© 


' 没 W ラウンドサ-&鲛 


メモリ使用量 

システムメモリをどう割り当て碰逞択します。 

次のパフォーマンスを優先す吞 
r ブロクラム⑻ タシステムキ們シュ① 


仮想メモリ 

ページングファイルは、 Windows が RAM のように使用するハ-ドディスク 
にある領域で.す。 


すべてのドライブの総ページンクファイルサイズ： 


X' 

キャンセル刪 


8. [選択したドライプのページングファイル 
サイズ]ボックスの[初期サイズ]を推奨値 
以上に変更し、[設定]をクリックする。 


^JxJ 


ドライブしボリュームラべル]迫） 


ページ:^ファイルのサイズ （ MB ) 


逞択したドライブのページンクファイルサイズ 
ドライブ： C ： 

空き領域： 6663 MB 


f^\ 初期サイズ刪 ( P : 

"92 \ 

L 最大サイズ ( MB ) Op ： 

|384 J 


' ページンヴファイルなし ( N ) 

すべて©ドライブの総ページンクファイル サイズ- 
最小限： 2 MB 

推奨： 189 MB 

現在の割り当て： 192 MB 


設定⑤ 




キャンセル」 


• 上記ページングファイルサイズは 
デバッグ情報（ダンプファイル)採 
取のための推奨サイズです。ブー 
トポリュームには、ダンプファイ 
ルを格納するのに十分な大きさの 
初期サイズを持つページングファ 
イルが必要です。また、ページン 
グファイルが不足すると仮想メモ 
U 不足により正確なデバッグ情報 
を採取できない場合があるため、 

システム全体で十分なベージング 
ファイルサイズを設定してくださ 
い0 

• 「推奨値」については、「作成するパーティションサイズについて (28 ページ)」を参照してく 
ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを再設定してくださ 
い0 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを押して、正常にダンプが採取できることの確 
認を行うことをお勧めします。 


9. [〇 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動してください。 


パフオーマンスオプシ3ン 
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ワトソン博士の設定 


ダンプシンボルテーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既存のログファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
6. [〇 K ] をクリックする。 


Windows ワトソン博士はアプリケーションエラー用のテバッガです。アプリケーションエ 
ラーを検出すると本装置を診断し、診断情報（ログ)を記録します。診断情報を採取できるよ 
ラ次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 


2. [名前]ボックスに「 drwtsn 32. exe 」 と入力 
し、[〇 K ] をクリックする。 

[ Windows ワトソン博士]ダイアログボッ 
クスが表示されます。 


ファイル名を指定して実行 




s 驟微リ货1游懷歡ル卿⑽卜 


名前 (Q): |drwtsn32.exe| 




キ J 射 S®... | 


3. [ログファイルパス]ポ'ソクスに診断情報 
の保存先を指定する。 

「 DRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で 
保存されます。 


I チェック I 

ネットワークパスは指定できません。 
ローカルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 
る。 




「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 


Windows ワトソン博士 


ユ J 2 S ] 


ロヴファィ fu(u: 
クラッシュ ^17(P): 

WAVE フ ^^^" 


ド ion Data¥Microsoft¥Dr Watson 参照迫)… 


|C：¥Documents and Settings¥Adr #P,S(0)... 


インストラクションの数 <P: 
保存する:！:ラー数妙： 


オプション 

F 沒フヲ••ジ U •デこブ爾 


r 完全 (NT4 互換） 


W すべてのスレッドコンテキストをタンブ⑻ 
R 既存©□ヴファイルに追加© 
r メッセ-ジボックスによる通知 ( u ) 

厂音による通知⑤ 

W クラッシュタ.ンブファイルの作成 (P 


^フリヴーシヨ:/1フー^; 



キャンセル 


ヘルブ妙 


5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 


□ □ □ n 
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ネットワークモニタのインス I -ール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーウ障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインス I ルしておくことをお勧めしま 
す。 

1. スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックする。 
[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [プログラムの追}]□と削除]アイコンをダプルクリックする。 

[プ□グラムの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]をクリックする。 

5. ディスクの揷入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows Server 2003 CD - ROM を 
CD - ROM ドライプにセットして [ OK ] をクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスの[完了]をクリックする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイアログボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コントロールパネル]ダイアログボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]—[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をウリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM には、本装置監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 お 
よびシステム管理用の 「 ESMPRO / ServerManager 」 などが収録されています。 ESMPRO / 
Server Agent は、シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます 0 
[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□—ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
卜ールしなかった場合は、第3編の「ソフトウエア編」を参照して個別にインストールしてく 
ださい。 

ューティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
ftW ] くは第3編の「ソフトウエア編」を参照してください。 
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システムのアップデート〜サービスパックの適用〜 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合(内蔵オプションの機器を取り付け/取り外しをした場合） 
• システムを修復した場合 

• パックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(Service Pack 関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフ□ッビーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このとき Service Pack を再適用する必要はありません。） 

■ I ； ServicePack 1が含まれた Windows Server 2003 CD - ROM を使用しインストールをされた 

場合は、再度 Service Packl を適用する必要はありません。 


管理者権限のあるアカウント 
(Administrator など）で、システムに□グ 
インした後、 rEXPRESSBUILDERJCD - 
ROM を本装置の CD-ROM ドライプにセッ 
卜してください。 

表示された画面「マスターコントロールメ 
ニュー」の[ソフトウエアのセットアップ] 
を左クリックし、メニューから[システム 
のアップデート]をウリックすると起動し 
ます。以降は画面に表示されるメッセージ 
に従って処理を進めてください。 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をパックアップすることをお勧めします。 

システム情報のノ'(ックアップがないと、修理後にお客様の本装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってパックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を本体装置の CD - ROM ドライブにセットして，再起動する。 
EXPRESSBULDER がら起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。 

3. [ツール]— [オフライン 保守 ユーティ リ ティ] を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに從って処理を進めてください。 


〇オンライン F キュ，ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


o 


— ff • V7h9x7«D 1 

\ ■セットァッ プノ 

WI 


NEC 
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応用セツトアツ 



システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセットアップしなければならない場合があります。 

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスクアレイコント □- ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応してい 
ない大容量記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストールな 
どをする場合は、次の手順でセツトアップしてください。 


響— 

rpn 


BTO (工場組み込み出荷）により、 0 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始 
する場合には、本操作を行う必要はありません。 

シー厶レスセットアップに対応しているオプションボードについては 
「 EXPRESSBUILDER がサボートしているオプションボード」 (14 ぺ ージ) を参照してくだ 
さい0 


1.セツトアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 


I チェック」 


本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□—ラの説明書を優先してください。 


2. ディスクアレイコント□—ラの場合は、コント□—ラの説明書に従って RAID の設定を行う。 
RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□—ラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM からシステムを起動させる。 

4. 以下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

• 「パラメータファイルを使用する」に設定する 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 

コン ト ローラに よっては、設定画面が現れないことがあります。 

[大容量記憶装置用〇 EM - FD の適用をする]をチェックする 


5. 


一 _ 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読 
み込ませて、シー厶レスセットアップを進めることができます。 


シームレス セッ ト アップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラに添付され 
ているフ□ッピーデイスクをフロッピー 
ディスクドライプにセツトし、以降は画 
面のメッセージに従って操作してくださ 
い。 


「大容置記憶装置用 OEM - FD 」 をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I okI I 終了 I 
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マニュアルセットアップ 


Windows Server 2003 x 64 Editions の場合 

オペレーティンク'システムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。マ 
ニュアルセットアップで Windows Server 2⑻3 x 64 Editions をインストールする方法に 
ついては、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft 
Windows Server 2003 ， Standard x 64 Edition/Microsoft Windows Server 2003, 
Enterprise x 64 Edition インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。ま 
た、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、「サポートディスク」を作成しておいてください。 

Windows Server 2003の場合 

本装置へのオペレーティンク'システムのインス!ルは、シームレスセットアップを使用す 
ることをお勧めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアッ 
プが必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインス I ルする方法につい 
ては、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 Standard Edition/Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition イン 
ストレーションサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER から「サボートディスク」を作成しておいてください。 

^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せて参照してく 

I チェック| /しさし、。 


サボートディスクとは？ 

Windows Server 2003 x 64 Editions の場合 

「マニュアルセットアップ」では 、 「Windows Server 2003 x 64 Edition OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサボートディスウが必要です。 

作成方法については、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 
「Microsoft Windows Server 2003, Standard x 64 Edition/Microsoft Windows Server 
2003, Enterprise x 64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイドを参照してくださ 
い。 

Windows Server 2003の場合 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサボー 
トディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインス I ルで必要となる RAID コントローラや SCSI コントローラのドライバなど 
が含まれています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 OEM - 
DISK for EXPRESSBUILDER 」 を用意してください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置、本装置の順に電源を〇 N にする。 


50 








3 . 本装置の CD-ROM ドライプに添付の 「EXPRESSBUILDERJCD-ROM をセットする。 

4 . CD-R 〇 M をセットしたら、リセットする(く Ctrl〉+ く Alt>+<Delete> キーを押す)か、電源を OFF/ 
〇 N してシステムを再起動する。 

CD-ROM がらシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

5 . [ツールメニュー]から[サボートディスクの作成]を選択する。 

6. [サボートディスク作成メニュ ー] から [Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER] を選択する。 

7 . 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセットする。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER」 が作成されます0 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER」 はライトプ□テクトを 
し、ラベルを貼って大切に保管してください。 

Windows(Windows 95以降 、 Windows NT 4.0 以降)が動作するコンピュータをお持ちの 
場合は、 Windows 上で 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M をセットすると起動する「マスター 
コン トロー ルメニュー」から Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 
を作成することもできます。 


論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのパックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、 0S をセットアップしたいパーティションを選択する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


w-OBM 

システムポリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられていることを確認してからセツトアツ 
プを続行してください。 

3 . 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続行する。 

以上で完了です。 

•二班 

セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。ドライブ文 
字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に従ってドライブ文字を変更してく 
ださぃ 
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ドライブ文字の修正手順 


以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ません。ご注意ください。 

1. [スタートメニュー]から[マイコンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2. .左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライプ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックし、[ドライプ文字とパスの変更]を 
選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライプ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライプ文字を選択する。 

6. [〇 K ] をクリックする。 

7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライプ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが 
あります。このドライプ文字を変更しますが？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 

以上で完了です。 
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Windows 2000 のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップをします。再イ 
ンストールの際にも参照してください。 


EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使ってセツトアップします。 


「シームレスセットアップ」は、 RAID の設定 
がら、 OS(Windows 2000)、各種ユーティ 
リティのインストールまでを切れ目なく 
(シームレスで）セットアップできる方法で 
す。 

ハードディスクドライブを購入時の状態と異 
なるパーティシヨン構成で使用する場合や、 
0 S を再インストールする場合は、シームレ 
スセットアップを使用してください。煩雑な 
セットアップをこの機能が代わって行いま 
す。 


EXPRESSBUILDER 


「シームしスセツトアツブ J は RWD の^5、ら、 
0 S 各種ユーティリティのインストールまでを 
切 h 目なく （シームレスで）セツトアツブできる 
方去です. Wl 

ハードディスクを膜入時の伏態と mni >) 《ーティ 
シヨン横成で使用する場合や os を再インスト ー J 
する場合 (3； シームレスセツトアツブを使用し' 

ください。 _« i セツトアツブをこの楼给 i 
わって极、打。 








rpn 


N 8 103-81 ディスクアレイコントローラ (2 ch ) に接続したハードディスクドライブには 
シームレスセットアップできません。「インストレーションサプリメントガイド」の手順に 
従ってマニュアルセットアップを実施してください。 

本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していないディスクアレイコント□—ラや SCSI 
ボードなどの大容量記憶装置コント□—ラを搭載し、システムディスクとして使用するハー 
ドディスクドライプを接続している場合は、後述の「応用セットアップ」も併せて参照して 
ください。 

• シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイルを使用したり、 
セットアップ中に設定したパラメータをパラメータファイルとしてフロッピーディスク 
(別途1 .44 MB フオーマット済み空きフロッピーディスクをご用意ください）に保存する 
ことができます。 

• パラメータファイルは、 EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic ®」 を使って事前に 
作成しておくことができます。 ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成方法 
については、308ページを参照してください。 

• シームレスセットアップでは、「保守用パーティション」と呼ばれる約 55 MB の保守用の 
領域をハードディスクドライブの先頭に確保します。このパーティションを確保したく 
ないときは、 マニュアル セットアップ (75 ページ参照）でインストールしてください。 

• セットアップパラメータ FD はお客様でご用意ください。 
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OS のインス I -ールについて 

os のインストールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んで<ださい。 


本装置がサボートしている 0 S について 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版(以降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版(以降 、 「Windows 2000」と 
呼ぶ) 

Windows 2000をご使用の場合は、「システムのアップデート」 （72 ページ）または本項の 
rServece Pack の適用について」をご参照のうえ Servece Pack 4 以上を適用してください。 
その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
し''合わせくたさい。 


巳 IOS の設定について 

Windows 2000をインストールする前にハードウェアの BIOS 設定などを確認してくださ 
い。巳 IOS の設定には 、 Windows 2000から採用された新しい機能(プラヴ•アンド-プレイ 
や USB インタフェースへの対応など)に関する設定項目があります。187ページを参照して 
5殳！ iE してく厂しどし''。 


Windows 2000につし、て 

Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次の点に 
ついて注意してください。 

M -〇 • インストールを始める前にオプションの増設や本装置のセットアップ ( BIOS やオプショ 
ンポードの設定)をすベて完了させてください。 

• 弊社が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ルに関する説明書 
が添付されていますが、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照してく 
ださい。 

• シームレスセットアップを完了した後に68ページを参照して「メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 

ミラー化されているポ U ュームへの再インストールについて 

[ディスウの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インストール完 
了後に再度ミラー化してください。 


ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスウの管理]から行えます。 
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MO 装置の接続について 

Windows 2000をインストールするときに MO 装置を接続したまま作業を行うと、インス 
トールに失敗することがあります。ファイルシステムが正しく変換されなかった場合は、 
MO 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしないでく 
ださい。 

ハードディスクドライブの接続について 

OS をインストールするハードディスクドライプ以外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、 OS をインストールした後から行ってください。また、 OS をインス!ルするハー 
ドディスクドライプに論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在 
する場合の再セットアップ手順」 (76 ページ)を参照してください。 

■ I ； データディスク用として N 8103 -81 ボードを接続する場合は、ディスクアレイコントローラ 

のコンフィグレーション情報をクリアしてからシームレスセットアップを開始してくださ 

- い。コンフィグレーション情報のクリア手順については N 8103 -81 ボードに添付のマニュア 

ルを参照してください。 

作成するパーティションサイズについて 

システムをインス I -ールするパーティションのサイズは、次の計算式がら求めることができ 
ます。 

インストールに必要なサイズ十ページンヴファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
+アプリケーションサイズ 

インストールに必要なサイズ=1000 MB 
ページングファイルサイズ(推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ=搭載メモリサイズ十 12 MB 
アプリケーションサイズ=任意 

M -0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル)採取のための推奨サ 

イズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの初期 
サイズを持つページングファイルが必要です。また、ページングファイルが不足すると 
仮想メモリ不足により正確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム 
全体で十分なページングファイルサイズを設定してください。 

參1つのパーティションに設定できるページングファイルサイズは最大で4095 MB で 
す。搭載メモリサイズ XI . 5倍のサイズが4095 MB を超える場合は、 4095 MB で設 
定してください。 

春搭載メモリサイズが2 G B 以上の場合のダンプファイルサイズの最大は、 
「2048 MB +12 MB 」 です。 

* その他アプリケーションなどをインス!ルする場合は、別途そのアプリケーション 
が必要とするディスク容量を追加してください。 
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fMAINTE PJ 


例えば、搭載メモリサイズが 512 MB の場合、パーティジョンサイズは、前述の計算方法から 

1000 M 巳十 （512 MB X 1.5) 十 512 M 巳十 12 MB 十アプリケーションサイズ 
= 2292 MB +アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ十ペー 
ジングファイルサイズ」より小さい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスク 
を増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のように複数のディ 
スクに割り当てることで解決できます。 

1. 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサ 

イズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インス I ルに必要 
なサイズ十ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してく 
ださい。 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストールに 

ついて 

ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 「 EXPRESS 巳 UILDERJCD - ROM に格納されてし'！ 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 2000 
Advanced Server インストレーションサプリメントガイド」を参照して再インストールして 
ください。 

インストレーションサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインス I ルに関す 
る注意事項が記載されています。 

ディスク構成について （「MAINTE PJ と表示されている領域について） 

ディスウ領域に 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合があります。構成情報やユー 
ティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しないでください。 


Service Pack の適用について 

Express 5800シリーズでは 、 Service Pack を適用することができます。本装置に添付され 
ている Service Pack 以降の Service Pack を使用する場合は、下記サイトより詳細情報を確 
かめた上で使用してください。 
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セツトアップの流れ 


シームレスセツトアップの流れを図に示します C 



パラメータファイルを使用してセツトアツプを進めますか？ 

はい いい无 

♦ サ 

注意事項、制限事項の記載を読む 


願 


セツトアップパラメータ FD を挿入する 


願 


(ファイル選択画面） 


セツトアップパラメータファイルのチェック 


:スキップ= 設定の確認.修正を行うか選択する 


BSS 


V 




アレイディスク設定の_ 




ディスクアレイのコンフィグレーション※ 

I 

保守用ノてーティシヨンの作成 

I 

各種ユーティ IJ ティのインストール 


4- ^ F 

オペレーティングシステムインストールメニュー 






作業用 y (—テイシヨンを作成する 


「スキップ」の場合 


J の場合 ^■新規の場合 & FD なしの場合 

| os のカテゴリを選択する | 




設定を確認 • 入力する 


FD、CD-ROM を取り出す 


1^ 


V 






Windows CD-ROM をセツトする 


办+ +み 

ソフトウェア使用許諾契約に同意する 

サービスパック CD-ROM をセットする 
(サービスパックを適用する場合） 


」ヶ 


0S 差分モジュールのコピー 

I 

選択したアプリケーションのモジュールのコピー 


自動インス!'ール 

i 

自動ログオン 


再起動後、インストール終了 


※ディスクアレイコント□ーラが搭載されていて、 
アレイディスクの設定画面で、 RA 旧を新規作成する 
設定にした場合、このフェーズが実行される。 


J :入力や選択が必要な作業 
D :自動的に作業が進む内容 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウィザード形式により各パラメータを設定していきます。こ 
のとき、各パラメータを一つのファイル(パラメータファイル）としてフロッピーディスクへ 
保存することも可能です。 

^ パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保存用として 1.44 M 巳 

[ fj^l フォーマット済みの空きフロッピーディスクが1枚必要となります。あらかじめ、お客様で 
フロッピーディスクをご用意ください。 

再インス!ルのときは、保存しておいたパラメータファイルを読み込ませることで、ウィ 
ザー ドによるパラメータ入力を省略することができます。 

また、シームレスセ'ソトアップの中で、ディスクアレイコントローラなどのオプションに添 
付されたドライパ FD (「大容量記憶装置用 OEM - FD 」） を個別に適用する場合は、パラメータ 
ファイルの設定も必要になります。このときも空きフロッピーディスクをご用意ください。 

H -0 • システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行ってください。 

• Windows 2000の起動後にネットワークアダプタなどのドライバの変更、または追加 
する場合は、オンラインドキュメントの 「Microsoft Windows 2000 Server / 
Microsoft Windows 2000 Advanced Server インスト レーシヨ ンサプリメント 
ガィ ド」を参照してください。 

1. 周辺装置、本装置の順に電源を〇 N にする。 

■—圆 

• 0 S をインストールするときに MO 装置を接続したまま作業を行うと、インストールに失敗 
することがあります。失敗した場合は、 MO 装置を外してインストールを最初からやり直し 
てください。 

• 0 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、 OS をインストールした後から行ってください。 

• 論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セット 
アップ手順」 （76 ページ）を参照してください 0 

2. 本装置の CD - ROM ドライプに 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM をセットする。 

3. CD-R 〇 M を セッ トしたら、リセ ッ トする（く Ctrl 〉 + < Alt > + く Delete 〉 キーを押す）か、電源を 
〇 FF /0 N して本装置を再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 巳 UILDER が起動します。 

4. [シームレスセットアップ]をクリックす 
る。 


EXPRESSBUILDER 



「シームレスセットアップ J (i RAID の設定 b、 ら、 

I 憑 Uti%" 溢 r 努爲る 


ハードディスクを膜入時の；!:^と異なるノ ^ーティ 
シヨン構成で使用する場合や 0S を再インストール 
する場合は、シームレスセツトアツブを使用して 
<ださい。煩雑な tz ットアツブをこの機^戈 
わって彳讯、ます. 


トアップをこの機能 P 代 
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5. 「パラメータファイルを使用してセット 
アップを進めますか？」というメッセージ 
が表示される。 

パラメータファイルを使用する場合は[は 
い]を、使用しない場合は[いいえ]を選択 
してください。 



6. 「お願い」が表示されるので、表示内容を 
よく読んでから[確認]をクリックする。 


7. シームレスセツトアップでの注意事項が 
表される0 

表示内容をよく読んでから[確認]をク 
リックしてください。 


I チェック] 


お願ぃ 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報をパックアップする 
ことをお勧めします。パックアップ情報が無いときは、修理復旧0寺に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

パックアップは、空きフロッピィディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの「システム情報の管理」から「退避」 
を選択してください。 


確認 


セットアップを進めると、自動的に何回かコンピュータが再起動しますが、 
EXPRESSBUILDER CD - ROM . セツトアップパラメータ FD は、指示があるまで 
取り出さないでください。 


—顧」 


ディスクに何らかの 0 S がインストールされている場合、イ 
ンストールを続行するかを確認するメッセージが表示されま 
す。セットアップを続けるには[続行]を選択してください。 


A 


このディスクには、すでに何らかの 
オペレーティングシステムが 
インス!'ールされています。 

この操作を続けると、ディスク内の 
データが失われてしまいます。 

操作を続けますか？ 


継続 "1 I 戻る 


8. パラメータファイルを使用する場合は 
セットアップパラメータ FD が要求される 
ので、フロッピーディスクをセットして 
[確認]を選択する。 

パラメータファイルを使用しない場合 
は、このメッセージは表示されません。 
手順9へ進んでください。 


セツトアップパラメータ FD を挿入してください。 


確認 ][ 戻る 


ここでセツトしたフロッピーディスクは、指示があるまで取り出さないでください。 


[既存のパラメータファイルを使用する場合] 

セツトしたフロッピーディスク内のパラメータフアイルの一覧が表示されます。 


① インストールに使用するパラメータファイルを選択 
し、[確定]をクリックする。 

確認のダイアログボックスが表示されます。 

② パラメータを確認する場合は[確認]を、確認せずに 
そのままインストールする場合は、[スキツア]をクリッ 
クする。 

[確認]をクリック—手順9へ進む 
「スキッア]をクリック — 手順10へ進む 


test 2 .tre 

test 3 .tre 


I ^ I 
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[空きフロッピーディスクをセットした場合] 

①[ファイル名: (A)] の下にあるボックスをクリックする 
か、 <A > キーを 押す。 

入カボックスが表示されます。 



②ファイル名を入力し、[確定]をクリックする。 


9. ディスクアレイコント□—ラのパラメー 
夕を設定する。 

本装置に RAID コントローラボードが搭載 
されている場合は、[アレイディスクの設 
定]画面が表示されます。設定内容を確認 
し、必要なら修正を行ってから[終了]を 
クリックしてください。 

設定が終了すると、自動的に RAID の構 
築、保守用のパーティションの作成、お 
よび各種ユーティリティのインストール 
が実行されます。 

10. インストールするオペレーティングシス 
テムを選択する。 

リストボックスから [Windows] を選択し 
ます。 

11. セットアップする〇 S のカテゴリを選択す 
る 0 

I チェック I 

既存のパラメータファイルを使用し、 
手順8でスキップを選択した場合、この 
メッセージは表示されません。手順 13 
へ進んでください。 

Microsoft Windows 2000 Server 
Micorsoft Windows 2000 Advanced 
Server の[決定]を選択します 0 


[別厂ィス劝設定] 


ア w テ''イスりの設定 

|する 

RAID の作成 

1既存 RAID を使用する 1 

接続？〜伽卜膽 


パ°ツりを梅成するテ''イス湖！ 


ックを橘成する RAID 

1… 

ラ斜''の屋捉 

1… 1 

ラ仆トト''の橄自 



|再諮込丨|終了丨丨へ IKJ 0 | 


[オペレーティングシステムインスI'ールメニュー 

その他 

終了 


セツトアップする OS のカテゴリを選択してください。 


Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition 
Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition 

i 決定 i 


Microsoft Windows 2000 Server 
Microsoft Windows 2000 Advanced Server 

i 決定 i 
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12. 次に、[基本情報]画面が表示されます。 
設定内容を確認し、必要なら修正を行っ 
てから[次へ]をクリックする。（画面中 
の「対象マシン」は機種によつて表示が異 
なります。） 


以降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルア]をクリックして設定を確認しなが 
ら画面を進めてください。設定内容は必 
要に応じて修正してください。 


• os をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで確保してください。 
(55 ページ参照） 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション (保守用パーティションを除く） の情報はフォーマツ 卜され、すべてなくなりま 
す。それ以外のパーティションの情報は保持されます。下図は、保守用パーテイシヨンが用 
意されている場合に情報が削除されるパーティションを示しています。 


第1パーティション 

第2パーティション 

第3パーティション 

第4パーテイシヨン 

く 保守用パーティション〉 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したまま再インストールすることはできません （56 ページ参照）。「パーティション 
の使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択しないでください。 

• 「パーティション」に4095 M 巳以外を指定した場合は NTFS へのコンバートが必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択したとき、流用す 
るパーティション以外(保守領域を除く）にノ\°ーティションが存在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows 2000をインストールします。 

• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力したい場合は、ログ 
オン後に入力画面がポップアップされますので、その時に再入力し、設定してください。こ 
こでは、仮の名前を入力してください。 

• Windows 2000 CD - R 〇 M と Windows 2000 Service Pack 4 CD - R 〇 M を使用される場合は、 
[基本情報]画面の[ザービスパックの適用]を[する]にしてください。 

• [基本情報]画面にある[戻る]をクリックすると、セットアップする OS カテゴリ選択画面に 
戻ります。 

• [コンピュータの役害! J ] 画面にある[終了]をクリックすると、その後の設定はシームレスセッ 
トアップの既定値を自動的に選択して、インストールを行います。 


<表示例> 
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13. オプションの大容量記憶装置ドライパの 
モジュールをコピーする。 


オプションの大容量記憶装置ドライパを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフ□ッピーディスク 
をフロッピーディスクドライプにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い0 

1チェック I 

本機能を使用する場合は、フロッピーディスクドライプが接続されている本装置のみ使用でき 
ます。 

14. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 

15. メッセージに従って 「 EXPRESS 巳 UILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライブから取り出す。 

この時セットアップパラメータ FD を使用している場合は、フロッピーディスクドライプが6取り 
出します。 

16. Windows 2000 CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプにセットする。 

[ソフトウエア使用許諾契約]画面が表示されます。 


17. よく読んでから、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、<「8>キ_を 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、 < F 3> キーを押 
す。 


irOi^ 

同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows 2000はインストール 
されません。 

18. 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場合は、次の操作をする。 

① メッセージに従って Windows 2000 CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプから取り出す。 

② メ ッセー ジに従って Windows 2000 Service Pack 4以降の CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプに 
セットする。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムにログオン 
します。 



追加するアプリケーシヨンのインスI^ール 
媒体を CD-ROM またはフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


OK ] | 終了 
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19. PROSet をインストールする。 

PROSet は、ネットワークドライパに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PROSet を使用することにより、以下のことが行えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
• Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた環境を 
提供し、サーバースイッチ間のスループットを向上させることができます。このような機能を利 
用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインス I —ルする場合は、以下の手順に従ってください。 

① 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドラィプにセットする。 

② スタートメニューから[プログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ □— ラ]を 
クリックする。 

③ 「< CD - ROM のドライブレター > : ¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ 巳 C 5¥ PROSET ¥ WIN 2 K 」 ディレクトリ内の 
「 PROSET . EXE 」 アイコンをダブルク リ、ソク する。 

[ Intel ( R ) PROSet - InstallShield ウィザード]が起動します。 

© [次へ]をクリ'ソクする。 

⑤[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(6) [標準]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(7) [インストール]をクリックする。 

[ InstallShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

⑧[完了]をクリ'ソクする。 

( D システムを再起動する。 

以上で完了です。 

20. ネットワークドライパの詳細設定をする。 

[PROSet がインス I ルされていない場合] 

① LAN 1/2(1000 Base - TX ) 用の「口ーカルエリア接続のプロパティ」ダイアログボックスを開 
く。 

スタートメニューから[設定]—[ネットワーク接続]をクリックしてください。 

② [口ーカル接続]アイコンを右クリックし、ポップアップメニューか5[プロパティ]をクリ'ソク 
する。 

「□—カルエリア接続のプ□パティ」ダイアログが表示されます。 

(D [構成]をクリックする。 

ネ、ソトワークアダプタのプ□パティダイアログボックスが表示されます。 

© [詳細設定]タブをクリックし、「リンク速度とデュプレックス」をパプの設定値と同じ値に設 
定する。 


導入編 


63 



⑤ rintel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connection のプ□パティ」ダイアログボック 
スの[〇 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

[PROSet がインストールされている場合] 

① スタートメニューから[設定]—[コント□—ルパネル]をクリックする。 

② [ lntel ( R ) PROSet :] アイコンをダブルクリックする。 

[ lntel ( R ) PROSet ] ダイアログボックスが表示されます。 

③ リスト中の Hntel ( R ) PRO / 1000 MT Dual Port Network Connection 」 をクリックして選択 
する。 

④ [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定をハプの設定と同じ値に設定す 
る。 

⑤ [ lntel ( R ) PROSet ] ダイアログボックスの[適用]をクリックし， [0 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

21. グラフ ィッ クスアクセ ラレータ ドライパ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、シームレスインストールおよびシステム 
のアップデート時に自動的にインス I ルされます。 

0 S のインストール後にグラフィックスアクセラレータドライパを削除し，再インストールする必 
要がある場合は以下の手順で再インストールして<ださい。 

① 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライプにセットし、スタートメニューの[プロ 
グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプローラ]をクリックする。 

② "< CD - R 0 M のドライプレター > : ¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ VIDE 0" ディレクトリ内の [ SETUP . EXE ] ア 
イコンをダプルクリックする。 

ドライパのインストールが開始されます。 

メッセージに従って、作業を進めて<ださい。 

- 途中、"デジタル署名が見つがりませんでした。..."とのメッセージが表示される場合は， 
[はい]をクリ、ソクして、インストールを続けてください。 

③ 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライプから取り出し，画面の指示に従って 0 S 
を再起動する。 

22. オプションのデバイスでドライバをインス I ルしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説 B 月書を参照してドライパをインス I 'ールする。 

23. 68ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

24. 73ページを参照してシステム情報のパックアップをとる。 

以上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 
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オプションのネットワークポードのドライバ 

オプションのネットワーウポード ( N 8104 -1 11/112/86/103/1 13) を使用する場合は、イ 
ンストレーションサプリメントガイドのネットワークドライパの再インストール手順を参考 
にし、 「 EXPRESS 巳 UILDERJCD - ROM に格納されているドライパをインストールしてくだ 
さい。 

( N 8 104-86/1 1 1) のボード名のドライバ 

[ CD - ROM のドライブレター: ¥ W _ T ¥ W 2 K ¥ BC 5¥ PR 0100¥ WIN 2 K ] 

( N 8104 -1 12/103/1 13) のポード名のドライパ 

[ CD - ROM のドライブレタ ー:¥ W _ T ¥ W 2 K ¥ BC 5¥ PR 01000¥ WIN 2 K ] 

「 N 8104 -11 4」のネットワークポードを使用する場合は、添付されている CD か FD に格納され 
ているドライパを使用してください。 

なお、インストール手順が不明な場合は、添付されているネットワークドライパのインス 
トール手順を参照してください。 


SCSI コント□ーラのドライバ 


SCSI コントローラ( N 81 03-65/75) を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□—ラ ( N 8103 -65/75) を追加接続する場合、 0 S のプラグアンドブレ 
イ機能が動作しますが、ドライパは自動でインストールされません。 

以下の手順でインストールしてください。 

1. [スタート]メニューがら[コントロールパネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理]から[デパイ 
スマネージャ]を起動する。 

2. デパイスマネージャで不 B 月なデパイスとして登録されている SCSI コントローラをダプルクリック 
する。 

3. [ドライパの更新]をクリックする。 

4. ハードウエアの更新ウィザードが表示されるので、「このデパイスの既知のドライバを表示して、 
その一覧から選択する」を選択し、[次へ]をクリ、ソクする。 

5. 「 SCSI と RAID コントローラ」を選択し、[次へ]をクリックする。 

6. [ディスク使用 ( H )] をクリックする。 

7. フロ'ソピーディスクドライプに 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 をセット 
して、製造元のファイルのコピー元に 「 a :¥」 と入力し、 [0 K ] をクリックする。 

「Windows 200〇 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 は「サボートディスウとは？」 (75 ぺージ) 
を参照して作成してください。 
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8. 以下のドライバを選択し、[次へ]をクリックする。 

N 8103 -65 使用時 ： [INITIO INI - A 10 XU 2 W PCI SCSI Controller ] 

N 8 103-75 使用時 ： [Adaptec SCSI Card 29320 ALP - Ultra 320 SCSI ] 

•:一圆 

デジタル署名が見つからない旨のポップアップが出る場合がありますが、システム上問題あり 
ません。 [OK] をクリックし処理を継続してください。 

これでドライパのインス I ■'ールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 


SCSI コントローラ( N 81 03-95) を追加接続する場合 

システムに SCSI コントローラ ( N 8103 -95) を追加接続する場合、 0 S のプラグアンドプレイ 
機能が動作し、ドライパが自動でインストールされますが、その後、ドライパのアップデー 
卜が必要です。 

システムのアップデートを実施する事でドライパが適用されます。 


SCSI コントローラ( N 81 90-126) を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□—ラ ( N 8190 -126) を追加接続する場合、 0 S のプラグアンドプレイ 
機能が動作しますが、ドライパは自動でインストールされません。 

ポード添付品からドライパをインストールしてください。 


ディスクアレイコント□ーラ（ N 81 03-81) を追加接続す 
る場合 

システムにディスクアレイコントローラ ( N 8103 -81) を追加接続する場合、 0 S のプラグアン 
ドプレイ機能が動作しますが、ドライパは自動でインストールされません。 

以下の手順でインストールしてください。 

1. [スタートメニュ ー]- [コントロールパネル]-[管理ツール]-[コンビュータの管理]から[デパイス 
マネージャ]を起動する。 

2. デバイスマネージャで不 B 月なデバイスとして登録されている RAID コントローラをダプルクリック 
する。 

3. [ドライパの更新]をクリックする。 

4. ハードウェアの更新ウィザードが表示されるので、「このデバイスに最適なドライバを検索する(推 
奨)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

5. [フロッピーディスクドライプ]チェックボックスをチェックし、その他のチェックボックスの 
チェックを外し、フロッピーディスクドライプに 「Windows 2000〇 EM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 をセットして、[次へ]をクリックする。 

「Windows 2000〇 EM-DISK for EXPRESS 巳 UILDER 」 は「サボートディスクとは？」 (75 ページ） 
を参照して作成してください。 
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6. [次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

以上でドライパのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 

Boot.ini ファイルで使用可能なスイッチオプションについて 

Boot . ini ファイ ルを 編集することで、様々なスイッチ オプションを 使用することができま 
す。 使用可能な オプションに ついては、以下を参照してください。 

• サボート技術情報- KB 170756 

巳 00 t . ini ファイルで使用できるスイッチオプションについて 

4 GB を超えるメモリを搭載できる本装置では /PAE オプションの 設定を行うことで 4 GB 
を超えるメモリを使用できる ようになります。 /PAE オプションは、 サポートされ ている 
製品が限定され ています。 以下のマイクロソフトサポート技術情報を参照して確認して 
ください。 

• サボート技術情報- KB 291 988 

4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス拡張のスイッチの説明 

以下に編集例を示します。 

(1) 「スタート」メニューから[プ□グラム]をポイントし、[アクセサリ]から「メモ帳」 
をクリックする。 

(2) 「メモ帳」で、「ファイル」メニューの[開く]をクリックする。 

(3) [ファイルの場所]から％ systemroot % ドライプをクリックする。 

(4) [ファイルの種類]から"すべてのファイル"を選択し、ファイル名に 「 Boot . ini 」 と入 
力し[開く]をクリックする。 

Boot . ini の内容が表示されます。 

(5) 「 Boot . ini 」 ファイルの [operating systems ] に "/ PAE " を追加し、上書き保存す 
る。 

く Boot . ini ファイルの 例〉 

[boot loader ] 
timeout =30 

default = multi (0) disk (0) rdisk (0) partition (1 )¥WINNT 
[operating systems ] 

multi (0) disk (0) rdisk (0) partition (1)¥ WINNT 二 " Microsoft Windows 2000 
Advanced Server " /fastdetect 

multi (0) disk (0) rdisk (0) partition (1 )¥ WINNT 二 " Microsoft Windows 2000 
Advanced Server , PAE " / fastdetect/PAE 

以上で Boot.ini への 編集は終了です。 

■: 「起動/回復」画面にある「既定のオペレーティングシステム」で選択したエントリから自動的 

に起動するように設定することができます。 
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障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

本装置内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

M -〇 メモリダンプの注意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、 P 章害が発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表示される場合がありますが、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 


次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックする。 
[コント□—ルパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [システム]アイコンをダプルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]をクリックする。 
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5. テキストボックスにデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

く D ドライプに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイル名で書き込む場合> 

D:¥MEM 〇 RY.DMP 



• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してくださし、。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 以上(メモリサイズが 2 GB を超える場合は、 
2048 MB +12 MB 以上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2 GB を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してくださしヽ。また、メモリ増設により、採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ) 
の書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 

6. [パフォーマンスオプション]をクリックする。 

7. [仮想メモリ]ダイアログボックスの[変更]をクリックする。 

8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を推奨値以上に変更 
し、[設定]をクリックする。 



• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル)採取のための推奨サイズ 
です。ブートポリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの初期サイズを 
持つページングファイルが必要です。また、ページングファイルが不足すると仮想メモリ 
不足により正確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分なペー 
ジングファイルサイズを設定してください。 

• 「推奨値」については、「作成するパーティションサイズについて (55 ページ)」を参照してく 
ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてベージングファイルを再設定してくださ 
い。 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを押して、正常にダンプが採取できることの 
確認を行うことをお勧めします。 

9. [〇 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動してください。 
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ワトソン博士の設定 

Windows 2000ワトソン博士はアプリケーションエラー用のデバッガです。アブリケーショ 
ンエラーを検出すると本装置を診断し、診断情報（ログ)を記録します。診断情報を揉取でき 
るよう次の手順に従つて設定してください。 


1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 


2. [名前]ポ、ソクスに 「 drwt : sn 3 Zexe 」 と入力 
し、 [ OK ] をクリックする。 

[Windows 200〇ワトソン博士]ダイアロ 
グボックスが表示されます。 



3. [ログファイルパス]ボックスに診断情報 
の保存先を指定する。 

「 DRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で 
保存されます。 

I チェック I 

ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
して< ださい。 

4. [ クラ、ソシュダンプ]ボックスにクラ、ソ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 
る0 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 



5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

□ ダンプシンボル テープル 
□ すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
□ 既存のログファイルに追加 
□ クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説 B 月についてはオンラインヘルプを参照してください。 


6. [ OK ] をクリックする。 
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ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コントロールパネル]をクリックする。 

[コント□—ルパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[アプリケーションの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]をクリックする。 

5. ディスクの揷入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - R 〇 M を CD-ROM 
ドライプにセットして[〇 K ] をクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスの[完了]をクリックする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイアログボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コント□—ルパネル]ダイアログボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プログラム]—[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインストール 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M には、本装置監視用の 「 ESMPRO / Se 「\/ e 「 Agent 」 fc N 
よびシステム管理用の 「 ESMPR 〇/361^6「1\/1311396「」などが収録されています。 ESMPRO / 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!ルすることができます。 
[スタート]メニューの[プ□ク'ラム]やコント□—ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
卜ールしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてく 
ださい。 

■I： ユーティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあります。詳し 
くは第3編の「ソフトウェア編」を参照してください。 
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システムのアップデート ー Service Pack の適用一 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合(内蔵オプションの機器を取り付け/取り外しをした場合） 
• システムを修復した場合 

• パックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフ□ッピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 

■i 本装置では Service Pack なし/ 1/2/3は、サボート しておりません。 Service Pack 4以上を 

I ヒン 使用す る 必要が あります。 Service Pack 4が含まれた Windows 2000 CD - ROM を使用しイ 
ンス トールされた場合は、再度 Service Pack 4を適用す る 必要は ありません。 

^ • USB - FD を接続した状態でシステムのアップデートを実施すると「デパイスの取り出し 

の警告」のポップアップが表示されますが、作業を進めて頂いても問題ありません。 

• MO 装置を接続したままシステムのアップデートを実行する場合は、以下の注意が必要 
です。 

< MO メディアをセットしている場合> 

システムのアップデート終了後、 MO メディアを取り出してシステムの再起動してくだ 
さし、。 

< MO メディアをセットしていない場合> 

システムのアップデート中に“ドライプにディスクがありません”というメッセージが表 
示されますが、[キャンセル]または[続行]を選択し作業を進めてください。 

管理者権限のあるアカウント （Administrator 
など）で、システムにログインした後、 

「EXPRESS 巳 UILDERJCD-ROM を本装置の 
CD - ROM ドライブにセットしてください。表 
示された画面「マスターコントロールメ 
ニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を左 
クリックし、メニューから[システムのアップ 
デート]をクリックすると起動します。以降は 
画面に表示されるメッセージに従って処理を 
進め 、 Service Pack を適用してください。 


〇オンラインドキュ，ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


o 


- / •ぼ;の j 

2 ^ 


NEC 
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システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をパックアップすることをお勧めします。システム情報のパックアップがないと、修理 
後にお客様の本装置固有の情報や設定を復旧（リストア）できなくなります。次の手順に従っ 
てパックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を本体装置の CD - ROM ドライプにセットして、再起動する。 
EXPRESSBUILDER から起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュ ー 」が表示されます。 

3. [ツール]—[オフライン保守ユーティリティ]を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセットアップしなければならない場合があります。 

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスウアレイコントローラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応してい 
ない大容量記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インストールな 
どをする場合は、次の手順でセットアップしてください。 

■|i 春 BTO (工場組み込み出荷）により、 0 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始 
revF ] する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シー厶レスセットアップに対応しているボードの一覧については 「EXPRESSBUILDER 
がサポートしているオプションボード」 （14 ページ）を参照してください。 


1. セットアップしようとする大容量記憶装置コントローラの説明書を準備する。 

本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□—ラの説明書を優先してください。 

2. ディスクアレイコント□—ラの場合は、コント□—ラの説玥書に従って RAID の設定を行う。 
RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. 「 EXPRESS 巳 UILDER 」 CD - ROM からシステムを起動させる。 

4. 以下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

• 「パラメータファイルを使用する」に設定する 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 

■—圆 

コン ト ローラに よっては、設定画面が現れないことがあります。 

• [大容量記憶装置用〇 EM - FD の適用をする]をチェックする 

•—圆 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 

5. シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライバ]をコピーする。 


大容量記憶装置コント□ーラに添付され 
ているフロッピーディスクをフロッピー 
ディスクドライプにセツトし、以降は画 
面のメッセージに従って操作してくださ 
い。 


「大容量記憶装置用 OEM-FDJ をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


r ok i 「終了 1 
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マニュアルセットアップ 

本装置へのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用す 
ることをお勧めしていますが、特殊なインス!ルに対応する場合、マニュアルセットアッ 
プが必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows 2000をインストールする方法については、 
EXPRESS 巳 UILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 
Server/Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレーシヨンサプリ メントガ 
イド」を参照してください。また、あらかじめ EXPRESSBUILDER から各 0 S 用の「サポート 
ディスク」を作成しておいてください。 

^ オプシヨンポードを接続する場合は、オプシヨンポードに添付の説玥書も併せて参照して< 
ぼエック」 たビい。 


サボートディスクとは？ 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESS 巳 UILDER 」 と呼ばれるサボートディ 
スウが必要です。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows 2000のインストー 
ルで必要となる RAID コント □—ラや SCSI コント ロー ラの ドライパなどが含まれています。 
マニュアルセットアップを始める前に 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ 
を用意してください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

3. 本装置の CD - ROM ドライプに添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM をセットする。 

4. CD - ROM をセットしたら、リセットする （< Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す)が、電源を OFF / 
ON してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 巳 UILDER が起動します。 

5. [ツール]メニューから[サボートディスクの作成]を選択する。 

6. [サボートディスク作成メニュ ー] から [Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER ] 
を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセツトする。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 が作成されます。 

作成した 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はライトプ□テクトをし、ラ 
ペルを貼って大切に保管して<ださい。 

Windows(Windows 95以降 、 Windows NT 4.0以降)が動作するコンピュータをお持ちの 
場合は、 Windows 上で 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM をセットすると起動する「マスター 
コン トロールメニュー」から Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER を作成す 
ることもできます。 
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論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップを開始する前に、万一の場合に備えて必ずデータのパッウアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、 0 S をセットアップしたいパーティションを選択する。 


次の一覧には，このコンピュータ上の既存のパーティシヨンと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


p-onra 

システムポリューム、またはブートポリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられていることを確認してからセツトアツ 
プを続行してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続行する。 

以上で完了です。 

■一 囲 

セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。ドライブ文 
字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に従ってドライブ文字を修正してく 
ださい。 


ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ません。ご注意ください。 

1. [スタート]メニューから[マイコンピュータ]を右クリックし、[管理]を選択して[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライプ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックし、[ドライプ文字とパスの変更]を 
選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライプ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライプ文字を選択する。 

6. [〇 K ] をクリックする。 
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7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライプ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 

以上で完了です。 
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